
























馴姻 2)周a磁の属官 3J亀圧の...4)・Eゃ&・の過負荷 の4岨・.'考え切れる.いずれの川島合にも
平常時に比べ緊急縄には大き陪隈... ‘対.とはるため 電気的特色のみ伝ゆず原動機す伝わ.プラントの特性が












(2)プラントの制・2長がガパナの腔定.を制闘していること 砿りぴにプラント衡の~I刷鳴に買施プラ y トで
は遭いものとはーでいることから 鰻乱後"抄聞胆度以下の短縄問であーでも提‘蝿ドの幽カ応動にプラント嶋














ニのため， JIIS$においてt 糸鎌間並列現像をプラントの符怯を含めて倫"で.るよう 開発した土記号ヂルを
組.;込んだνミsレー ν・y手法を側発し 検証するとともに 系鹿間盆，時の酬回.~を明白"、とした.す伝わ
ち
(;)鰍貧伺の.‘"を糸健民並列する発‘帳起動.，の並列と."り 負荷を拘骨免状曾での来館関盤側時の同制
慢の電信組鎌聞な耐量薗に勺いて倫討し 過需の条股間並e条件である 也帽霊土'"・E以内電圧密主， .. 
以内で，~. J梱突鍵短絡"に比べて+分余裕があり 怖に考.する必慢が忽いζとを明。，かとした.
何}上巳箱県より 系民間階列崎の..，堅固と Lて隠 プラ μ トの安定重傷遜.安定度が.賓とむるため安定
度解艇を主とし先師断手権を.に これゅの鍋併が可飽と似る多暢糸畿を対献とした糸畿日間活列現象νミaレ-
"'.ン乎.を開提ι} 回 E担の.・・を有する~-11:.. 電力系続νミzレ タにて倹征した.


























2. 2. 5 CV開質物性
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.力闘安定供給を繍仰向上さぜていくこと" 従緊よη 掴臨しいものと I~ .，てい〈ことが予忽される.






flJ l，n'. このため極めてまれf~ I:*.&tに勺伝がる恐れのめる需事総Uどに対ιで"電力..の遭綱 網開画
でこれをカパーして、、る.この射の帽を電力系統の閥的削船体している'"
..崎制御yステムを.，置するために位。緊急時の電力糸線の語る鰐いを定分に担院しておくこと~'.Ifである.
ニの住めとは電力系銃を鯛暖する.. す伝わら 発電視やその糊司系I 退変電系...司はどを畝学毛デルで
.現したJ ミ2 レ ン .'/fJ 実行されている.これ相官電力系畿の主畏綱~概審の中で"を・・や.i!S:.~展段につい
ては古〈治ら研究きれてきており 現在で隠緊急時制御に剛いられる号ヂルとして陪幅"完成されたものといえ
よう I “.主た 発電機の‘圧を制・する働組制御系についてb 現在で"ほぽ舞電機伝ど企間縄の統aにある'
ヘただし抑制伽方法制刊ータH のよ Jうに眠するかについて隠現在で..刊耐叫刊でい
る・ 1・'.
LかI..'~が白:.. ~電電.の幽カにa幡.・する タ ピン制御系〈ガパナ〉やプラントの特健筆表現する司監ヂルに




偲鋼度のより-眉の向上4をを目柵Lて s計tl算軍損'はsどの4‘.惨4を号シ戸ズとL 佐調来Rの綱.に比べtきEめ帽かいM嗣 砿切ぴ
に .倣院+砂にわたる比.敏腹的a長是~時聞の贋.拠を考.した瞬闘が.Mされるようには今てきている.ニれゅの..に対臨
した綱衡をデル P調官隊 智也にういて陪 ・ー調査院，ふされている，.."_，，， らののI 緊急筒銅.に通用するに
"周醐酬に肘る醐さやプラント闘について不+制帽に...
ヌ，...伺の表現についてほ 従来酬定デー タ均1>''':いことか切非常6圃副院信号ヂ.，明い切れて"三が札"
近年欄カ的にデータが蓄積されつつあり 断Lいそヂルとデータが慢司医されている ". zt:， 極めて鍾時間で





電力採健内の発電・ーはそのほとんどが同期砲であり これbの問問闘が保τはく伝ると ‘力感縫"瑚・L 停
‘に至..
"周a度目慣の属官官
電力易総が分鋼したり .・E・"制}司，.街【餌}の悦.により ".電力の爾磁の7'/'ラ〆スが生じ 電
力長嶋の刷謹監がその定..・M実容かり大き〈陪ずれると 発電.，次々にト 'J.，プし大鹿柵伝停電に峯る，
3】電圧の異常1・i
備倒の~側首や退‘臓のトリ v プ伝とに伴い。主に..電力削不足し ‘圧が.常に低下する.
"・盛ゃ蛤.の過負伺
発‘・1>-'量‘'・ 変庄E伝どに愉t8.~ 上の電機が継続して.れると 織."トリップし これにより迫観的
に柑州大する.
ニれゅの環.院を~~i!< tt'':いよう また発生したとしてむその彫・周囲を極関するために電力系肢のIt画段階
かり置用段階にわ"，て峨々 tl.tilfiが虜じられている '" こねり刻衝の内電気的現・Rに直篠関係した対賀川
先に盗ベヒようにそのνミzレ "."吾ヂル"完底されたものと伝り。繍度_，丞".足で畠る胞質に遣している






























る "し その磁の火勾プラ νトの.. 動" プラント。その酬・系の応働に支配される ニ"" プラ Jトの網




















る孫線聞の鐘伊現象...併でaるνミaレ ν ・ン手法~!III~L 回転型の発電幌を有する交・‘擁竃カ系民μ ミ
3 レー夕刊師団叫により検証する.










一方わ命園の.畏俗電源である火力プラ J トは その大奮畳化こ惇い買秘方.ittl<1lJ入され 周霞敏変動Aなどに
対する~動がそれまでのドラム方式のボイラに比べて観殴と"うているa この院院さは プラントの僧位出力に討






















ンの人口に"，Vが追加された ， "を制.する方式としては "を削.するスピ ドリレ によーで， " 
b餅.するシングルガパナの方式と. I CV周のスピ ドリレーを Ø'jl~鎗けたダプルガパナの方式が現れた. "// 
グルガハナ方式6主主としてタ yヂムコンパウ yド方式に ダプルガパナ方式"クロスコンバウンド方式に周いられ
プラ y ト容量が犬"鉱るにつれて ..の高屋 高温化がaみ aた拠亀織論鋪刊度調..のa・8惨によ令て .司E
・ タ ピン系の.位慣性定II:l:t.少Lてきた.，き切に各弁か吻タ ピンまでの覆..菅も大きく畏〈なりタービ
y幽カに鮒する制闘の遣れら大き〈はる傾向と屯勺た この先め それまでの方式で"健司..ドの..連・瞬時はどの
適度上昇を十分1こ仰制することが毘聞と依り 温度上昇の細週債に対応しτ動作する組組リレーが噂入された.. 
f:.'を司E楓負街す白わら発電眼電気出力あるいは竃砲手電械をd医院人hとし 主とLて 1C V~島急間企せる""
R (I'oHr L<姐dlnbalanceRelay ロ ド'1>;"，，;"グリレ と呼ばれる噌合もある〉が楓え吻れる助金もぬる
さ切に大容量と拡り}プラ J ト鋤・.計..で行われるように似ると 制御油正を高圧化Lたf:HC(MIICで
1114-16'U1<J.. EHCでは"同/<Jgv.上》倉開発されてきた.
以土の権移ωGEI長ガパ少の掩れであるが W"'長のガ'ナも大.・ftl:lf-.，て 過岨.リレ 加趨度リレ
均t伺えられ. PLUR b加えりれてき1:.WH系"'Gの頃合。 GE系のか悼との大畠な遣いほ "と， G' 
の側関川が岡ーと伝令ているため 上la'Jレーの動作で G'と， "の両省カ咽嶋に制御されることである.
以上をまとめて州プラント阿パ同大会〈畑して制岬い閲."のように何時ではこの。
で厳もモデル化が視鎗'J."ングルガパナとダプルガハナの号デルを開発・検証し ，"Gについてむ触れる.
.た ガパナと密機伝聞係にあるタ-t:::.-方式の匪畏を鰐，. ，固に "'Gの代袋的'.fl形式を112.3図に示
す..パナでは.!lU. 3 図に示すように~スピ ドリレ簡においτI発電.ドの出力を段注する止めの負荷.
~あるいl主負荷帽闘が加え勺れ その..債を回経散に応じて修正する形と伝令ている ニの負儒松建と負荷制阻
の削咽係によりi ガパナの'聞は回J.敏."こ制する応.闘が定まる.負荷役割'.筒制爾より小郎、場合" ガ
パナフリー (Gf) iI伝と呼lまれ 回S散の上昇(下陶)に鮒してG'の間使す伝わら鐙電視幽カ場t周定率に健令





紅衛!これらの.，町役定と負荷捌聞は 簿，.にて纏述するよう6 プラ Jト制.系によ，τ制御されている









f'ic.2.1 Cl...ifj陪"""血 of (Ovoroonoft島~mal power pl・."

































おいては二次スビ ド.，レ に姻留の彫で使周されている.このザボそ タのモデル".付峰..，か匂>， !IH 
S聞に示す"ヲイ Jドアマプリミッタ 付の温度制限の.る→.~れで表現される.
2.2.2 サーボモータ"佳〈その"
MHCの"や， "のザーボモータIt'<ネと油圧を周いた形であり その鰻畏~.2. 6図ー示す 制傷油圧
が拡〈伝令た崎舎にでら安全に停止で島るよう パネカで4与を閉じるニとがでaるようにL免ものである.
112.1園6示す伏oaを周いて 112.6聞のをヂルを示せば M'開方向で崎定.の興Uる-<週れである.
2. .図のように"る〈付陣2.2.属的.なお パイロヲト符のポ ト婚がパイロフト弁ピストンよりも襲い喝
舎には不感傷畏察が加わることとはるのでごれも褒現している.
しかし 一瞬にψーボモータ"開聞方向の嶋.闘が寄し〈伝るように油圧・が録針されτいるため第2. • 





F，I[. 25 A叫 '0'・一
'"問岡崎作吹管 【2】隣国防作挟e
1112.6回 CV，ICV←.1'-Ecf.岨
















T-J?否-， y<O， f(z). I/.，rur，::市町古市.，-
…ヲィスによる聞の掴











ダヲνsポヲトの.本候)tl.ifIは 爾2.10図に示すように。植が..，たνリJ ダ-. ;'9:'-グー肉のピス






間四の③の統..、勺ピスト Jを上昇させると 上箇輸が "J ヲ 4 えを通り下.~... 岨bの検Sに落.・<.この
喝金色νリング 位."ストヲパで止めりれているため度化し'，H'.
112.10闘ダフシ".-j!.，トの.鍵








.リヲ 4 スによる極艇があるため~に"暖化 Lt..い.健一，て急迫下降直後ItM2. 1I 盟問③)O)~.I!!Iと江る こ














r-"-i )C，<O入力を lとして.分"1す川 川削."とし附田いとする・」一J その他"ノ"イ yドアヲプリミッター付随分層と同じ
2・2.12関 ダヲシ品川似て2トのモデル
Fig，2.12 A model or. d帥阿
主二十つヲ
，.)ステヲプ.. 寄 【ω正盆.t定.. 寄
112.13!1:1 ダ_，>，，，.t!伊トの応.例
F;，.2.]3 An“・m帥.・ohpot. 姐卯醐
さで zの動"線形であることを以下6示す ダ 1'/'"ポットの動きとして 簿 2.10閃の.璽でストッハ
bー'l;lずれた刷会を鎮定する。スト，パが"ずれると パ *IJ(I~ぴょうと ιて y リ ν ダ ド舗の."よれを高める
それに針し オ'J7 ~ス〈面相U により μ リ Jダー上舗への油仰成.Q I'$.下氏で制限される
Q'dm了
ここに d.oa円宮引 P..P， ピスト J 上臥下町の植医
a 袖の拘置副院徹〈通常..，程度) γ 植の曾度。 1:.力加温度
a:;tリフ 4スの薗僧
また ピストン臨にあー‘'る力問つり合いの式" ν リンダの質量同医健tJ*~.寵すれば~式で与えmれる.
A(P，-P，)' k(z，-t I ~) .... ..... (2.2) 





ただし 8' Oa .fτπ冨'k7"7'm/A. ・"孟E





間帽惜刷、配fl&. これ~-E:7'iI.-で示せば 112. 1 41!1.!:f，U，.rf.lt>J:. -d:軌を表現す.-s
であるノンワイ J ドアヲプリミヲタ 付の磁分墨の土慣が負伺制限によ令て・開閉される号ヂルと拡..
.凋・..司・-
..，量 「一一、-H 井一l
一一一ドリレーへ・lt L，;.ー」 干ー fa.J II 
I C一一一一...J I d:.息1・
1112.14悶一次スピードリレーの号ヂル
同 2，14図 A吋 1or. primary岡山








2. 2. 6 I CV開座骨盤
'"の弁特性娘一陪に非開順位が大>< リフト【 ICV<t-，f-号ー タピストンの位..CVについてもリヲ
トと呼ぷ〉の動きに針ι聞.始めでは急過に開度{環気の通過可飽面楠〉が大畠〈江それ会開付近での開.変化
他小さ<'J.d.このため これを繍自責するようヲ e ドパヲタ障にニの泡閑散に怠るよう旬開散慢療を陣入C，# 
.~性を摘倒置している.
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第 2.16閲に 4/4 (1009刷出力"の負街道断崎の実樋u験結毘と1112.15囲えよゆぴに擁..，表の
.触を周いたν、aレ-;...u:-f.!j拠4告示す."や， "の動作聞色時間や金閉時四およびその随処とLての回伝
隊慶市白ど両容の結果1.6!< 敏しており 聞9をしたモデル企.散が妥畠であるニとがわかる...弘私タ ピ〆
健司電慢の慣性.散" 定倫有働電力幽カ (MW)ベースで目 。妙である.
.' 系続分.により姥・・Eの電気幽力〈負荷〉が IOO !1oSより SO !1oS I~Uに低下Lた楊倉'"・懐・S分負担町
選断〉の倒閣を112.17即』示す.







>CV制割周の回 E閣倹幽甑はプリエマ ジ..〆， リレ とg惨され。 ovを断固する主ガハナに制して固鉱蝕




0，0 0，5 1.0 (..1 
繍2.16関 νyグルガ'サ...断u.の比傭(350MWタラ'..刈出力》
F，J. 2，16 Com開 rieonor k旭川問問旧関岡~ wllh a .時・ '0・.rnor(350MW.(∞刷
錆 2，11闘明暗酬のy ングル刊の特色〈醐司醐〉
Fil:.2.]1 Reo岡崎山・ nl]e-I叩即 atpo.rt凶 '00'甲山《仰司酬
PLUR ~ 
112.18園 ダプルガパナモタル
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Filt'.2.21 Aa叫 li....ofthe凹 ..dICV M，.-o.motor of・n附
111222関 EHCの"，Vモデル優悟
Fir_ 2_22 A目。 tli..of the ICV "<YO_mot・tmodel ofan EHC 
2.6 まとめ
わが園乃主興恕竃聞である火カプラ J トのガパナに勺. これまで特色の不明憶でみ司た.に樋健制圧方式のガ
パナについて 電力系艇の署急鱒制・に必'と伝るそヂルを開発し 発‘幌負荷遮断鼠験施.と比徹して検証した守








周.，眠気を刷.するインタ セプト#(1 CV)治縄問され j;; ~fl幽力変動を与える， .た，岡憾の槻欄.'大
田町パナでは附(OV川崎え同ている.これ勺の同時動作酬の毛ヂ叫含めた剛山





5-10砂閉までの健司E・血カゃ局援除夜勤を正帽にゾミ aレ μ.ンでeるようになり 周蔵院.動に関係した
緊急時倒聞10!lru"に大いに役立つものと闘得される.
tU; 鎗鋼民的にほ筒拾アンパラ Jスを生じ自主い ， .. 織のl固・・e敏の喝舎にS届いて也 事"が捷電所の返"で
あれば園仮u男通庄が大きく fl .， て'it~"1・作.欄が・..安定度にも膨・を与える場合がある・ ζの場合
同I 般に過.安定度舎向上させる方伺こ0<ζととはるため緊急時動作織綱を考慮し伝い解併は忽観向な結果
.鳴切れるニとと抱る.
また 安定皮肉上を困的としたタービン側の制御でみる EVA(tI!rlyValve A<:t凶Uω》についても若干の号ヂ
ルの置更で鮒応可艇で.り P SS(l'oHr Syst岨 Stabilizer)との幽調の繍討も可能とはる...
-26ー
ft緑2.1 サーボモータ特性〈そのl)の届略的〈銅2.)
第，. ，図のピスト J 舗の力の叫合いb'';
たどL.， ザーボモータピストンの面帽
その他の~~l毒事，. ，民.照




a 重力の加適度。 γ 油の奮贋
息"a，上・5 下廊ポートの岡周方向.さ

















t:.f!.し hソ'*定敵 その他"付録，. (と同じ
'"聞動作の吻合
カのつり合いほ(A2..1)震であり 疏量の式は上紀と同繍に次~で与え切れる.























③It+分程度の現阪の解艇を目的としているので 例えばガパナの竃嶋崎特色のようにプラ J トとしての短崎聞の
酬が簡略化あるも暗闘されている
叫咽.劃が叫あ制り こ拍れり伺の軒司毛Hげデル叫舎刊aまE
このため 電カ系腺の'腎寄z息R岬.削同闘附.峻.討はとのa勘防"佳'腸婦断に週した火カプラ yト司壱Eデルとして 遭.伝雇鳳の"鍋.作が






聞'遣した号ヂルlt..網防~.，-結束と比官 倹置する.さらに "・hの買塊プラ μ トと 11.'のドラ.プラ
ントの定敵を調蓋し 解訴を鋤皐化す.ためにタイプ別の伺.定験をE安定する.
3. 1 .1lプラント毛デル
3. 1. 1 ..プ，ント警告Fルの.. 
土紀の..の鰻停を調たすモデルとして 主寓~糸プラント刷・系給水 組制制御系を楓値したボイラ系モ
デルと ター ピ J ・ガパナ..デルとからはる貫aプラ J ト著ヂルを開廻した..の嶋厩幌慢を1113.1図に示す.
周囲において 下殴が第2・で聞亮したガパ歩モデルの修分であり 土俊治ボイラ系のそデんである.ボイラ泉
寺デんの内I ポイラ罵~.畳居カモヂルの.分がプラ J トの主畏モデルであり その他が倒翻Z誌の著ヂルとなる.
制掴系の主'盤拡幅"底上主以Fのようには句ている す伝わち プラントへの出力貸来安刷a敏・1iI~1 よ『て修正する
刷IIUI:'{イアス'凪修正雄の出力署求と実聞慢の発電慢出力伝勺ぴに尼力制御.かりの織令によ，て がパナへの術






Fili:.3.] An oUlli冊。rBon銅山阿喝h・hecm.lpow.c p・M 同“・l
3.1.21眠気実盆..カモデル
震発畠過鍋君主毘気管における鍾趨界庄のホ.ω4下礎体とよぷ).および胃凧gにおける過偽情処の
応勤特性を .3. 2図こ示すように各舗を舗中高島として取扱い それぞれにお"るe・. 賓.平衡とzネルギ
平衡とか砂求めると 付録3. It-.頗しては"式が求まる・・ たtざし，fEjJ， il・加a・"それぞれ付
録，. ，でE腐化した姐であり ~裕自力嶋には P，..と...を除いτいずれも1. 0(11)(鴻】とはる.




P，. = (1..1... -H... 1". + (，. II)/(T...ω 
p" -【H，.1". -K，. 1.. .; 1.. I)/(T.“ω 
P刊訂仰，..1.同一 1" )/{T，同心..・( ..• -H.測・. + K.. 1I1/{T・..) 
P"..P、.p.，.r.・ 罵鍵..過開箇主..管再~盤の幽ロ..圧力





また 正蝿化Lた.....はその嗣畿の圧力量から (3.2)式.，式によー，て攻める.ただし "や， CVお
どの脊がある樋舎にほ..庄で1t.:<弁防抑圧力か切<:1..2)式煉2式によ弔て与える.








F'K.3.3 A叫山岡田伽 M 向岡山町..叫向山
貫回復.イラの代表的臥制白方式1;t.Ji!・提出力 主'眠気圧 JJ'~ どの価..干~.. 院小企ι .街.徒能力に慣れた
.イラ タ ビン惚網制御方式でみ.0この協調制御方式には..気f(力争給水組"の制1/':けで信〈加鍾弁で






通常の遺伝統昭防にはボイラ eタ ゼy臨開制御毛 ドが使用8れる.この号 ドでは手動.るいJ;tAFCや
""により与え拘る自力闘肘聞に周夜勤イアスかゅの修正が加わ骨てプラノいの出力術畑山信
る【ロ ドリ 5γ ト週伝で"周厳雌ハイナスか砂の修正"加わゆ信い)0このプラνトへの幽力指令と発電慢幽力
削醐制てガパナモータ"・(ロードリミ γト酷ではロードリ E叶モータ市川棚されか、ナへの
倶求とえ」る.tj.:ti 主属気圧力の.隻が過大lこ包るとガパナそ タ【ロ ドリミ 7ト号 タ〉制翻としτ主奮気圧




す4なわちガパナヲリー掴を鎗えた場合(ロードリ t ヲト~舵で陥周疎散の土昇によりがパナ幽カが71. iで減少し




























13. S区町ーモデルを示す.怠方式のプラ J ト.，四万来，昼私的にItAI岡田}jj実在陥l帽である合札嶋lI1iolU闘
に貧守する.ヵ.. 防縄住の観点かηの主硬U欄通網"



























を攻めI 次に貫~プラ y トと岡舗にして'眠気..・分の号ヂルを~める.
(1)融E カモデル
ドラム 降水奮震発奮から鋼医される夜見 III~. 1113. 8園こ示されるように.岨ホと飽刷寓慌で占め切れて




P... ドラム曲目a気圧力【PU1 盲目" 給水011;.(.J~~量と仮定);Pl
".. ドラム尚ロ罵醐畳間 "‘ トラム匹帆酬醐臨1
H... 疋IIIftit寵量保敵l刊 P~J
T...~ T.IlI". 円ム岡崎輔問般酎}
~.・ I'.M' ，1包仰木飽拘uの質置 ".l
~C、 ・ .，豊富に浪人する給水旋盤(klllscc)
1M'， h' ¥ .， ..，聖書か切8貧血する.~.畳(kg!sec)
I V p I h'.h' 飽相ホI 飽拘薦銀のエ"'ルピ(kcal!kl)



















司自，.，関 ドラふポイラプヲ y ト『正1J-;t.，岳.，.，.
Fig.3.7 A mωlolof叩伽困問向。，.何回lerplant
3.2.2 プラント網.;東モデル
ドラム喝さイラの般的U酬個方式である ポイラ血種方式をそデル kιた.ニの方式で拡 ガパナ幽カに過後す
るようにポイラ幽カが剖・される.
M3.8固に毛デルを示す..方式俗胞網棚.方式とは大幅1:.'.帽で.り プラ〆トの幽カ度化l主ガパナ号ー








r>g.3.8 A曲川 ωntrolmodel of・dTumplonl 
調書置する.このため刷歳敏電動が生じt場合 ますガ，少によ qて"11'4.#が制御されて出力を変化さぜ .イラ




火力貫泌プラ yトとドラムプラ Jトの号デルが司'"たので その定"を股定する.定敏.m定するに慨して"
モヂルを噂幽Lた過砲において調査データかり直健求めりれ低いlltl'-・.るので これ勺について付録，. ， 
に示す宥療を加え妥当と考え切れる仮定を・人した.
その後 .涜プラ J トι:1IIIl.て“"臓の実際のデー タを調査し 一・のプラyトについては制御桑毛織いた
プラント.，ーとしての応動を比・"τ側羅l.t.:~ヂルの妥当性を倹Eした. .た 実岨の応動植.t-..して備














比"したプラント11#1 3の..0抱 ナヲザ炊きの..・MWのプラ J トであり .3. 2表に示す貫主勧肱"
-"ー




"圃M脚03.3 Cω。問町p阿"剛 。orcv 8幽胞p問"附.阿晴割樗e凶皿，..岡 凶 ι".， 島m叫山且，，κm
(600MW.once山ro"gb以刈.r.pIBnt#]]1 
;1 aGIイドEL--I !~~!;~. I !:~ !: 
証| 間 切i 記託証iI 240 I iι 
;I~占竺竺)I詰九!日|五
ila山占v一Ilis15101
度 ITC3(SEC) I 240 1130 
:1'"τ/τ可ら|語五|日|
プ!主a眠気Eカ '" ，.臥Id.G21 0.12 I 
少l 花3.m:.t値からo.勝以下の凱 Idl'l dC11 0.12 I O.羽
.とはる時間 ，.限Id.C211.9 I 
n岡櫨弁4を欄〈と 罵県..置が増加し 高医ターピJに相当する幽力相加がまず姥電視幽カの増加として廃れる.





.，抱織はd.CI.aC2. .61']， lI.P2)とその比;~ (dCII企G2.d.Pν d.P2. .61'νlI.Gl，41'2/l!.C211:l比敏闘
よく合費量しており。国分M.~働に対して，，+分妥当であることがわかる.
"お，こζで周見したそデルにおける加雌弁ステップ応答の盤定値は (3.2)式かり求められる.ここで態宣ιた
銀乱 Z射して陪 健電機幽カ"度化ぜずi主自眠気圧力の.刊他分(4.1'2)1:1; 加楓弁開度地加時にl:t~ 5. 1" 極
少崎(~I;l- 6. 1"と鉱る.
(3)プラ μ ト制・a長定敏の倫涯と段定
プラント制簡保の柵院からみて。定敏.躍にJI.、1:21擁め制御J与式は 鍾み8'H:(1すべてA Ud'C) Jj式で
あり プラント毎に酬.系の帽SにU違いがあるが..的屯応fj)!:勺いてはA方式 t頚L'凶》で袋現で倉る
と判断Lた..の咽・定叡について"実恨の応動』己陣およびこれまでに.定Lたらの付目。けを曾宥とし 駆
重油繁昌プラム〆トと石炭..プラ y トについて それぞれの暢.定散を段定 lt:.
113.9固ま 幽カ.更民験時〈富里温度S1li/分》のプラ J ト応動について 帽・定倣毛用いたγ 、zレー シ
・ン〈ただし。奮気圧力 淀屋号ヂルに勺いて陪当錨プラントの算定定'院を使則)と寮応動を比慨したものである.
同施.且".鳳・重油..プラ yトでの比鮫で.り 健司電線出力 主窟気圧力伺鐙〈実庄館定圧】ともに寝応勘
?
〔 ? 〕 ? ? ?




113.9凶.・.・箱擦とシミ晶ν ν. ~比眼〈宵<<プラ y ト .0;7"'， A/ii史、
Fig.3，9 Compar;.側，.・m畑.....・2副首・出向{畠倒剛 Ihl"<lUllhpo明..plant.Atypel 
-39ー
とシミ sレ ".ン"よ〈合致Lている， 1;弘実lI.1t;・抑制.<1.，ているのは完全に筆書Eιていない状'堅からu
・がスタートιたため 閉固め~，慢の過..巴動が重だ暁勺ているためであると考え切れる.
方向島凶6草 原 電檎賓と比べて応動の遅い石燃〈微併腿)うをさプラ J トでの比般である.発電樋.カ.;t
毒気圧力圃.ともに寝応助と Yミaレ-，・ Jはよ〈合政ιている.
ニのように A方式の欄・2舷6志 願 .油~.鯛と石炭賛8周ともに概ね曇当，るものであると考えられる.1;;
お B <DEB)方式につ、τ"今回の腐牽でIU貧当するプラントがtなか乍たので ....，治安周として陪これ
乏でに棟建Lたもの....."を周いることにし 石燃費用について'"【APC)方式の欄.定散を嘗考にしてU
2ι免











113. 5.にオープJ ループ〈制御系をロヲタした伏曾》での， .. 裕也カかゅの=5!'i(定俗幽カ鋼胸算}の細臨
弁ステップ応"について策，_ .賓の視電電"と徳，. ，畿のタ ピンーガパナ系定訟を周いたン邑 zレ ". 
J酬を討.酬値岬切れF品、ーたため岨1"'tOflいが嗣脚力胡旺加時師H に拍と
事".回参手ステップ応答帥げる醐とy(~レー ν ・ 2唱対比酬
〈お'MWクラスドラι.i(1? ・・定敵〉
Table3.5 白m~叩刷。'"岬町四国叩刷亀岡山町"刷W.drumboil.r.typIC81 co .. tant.8¥ 
加 ~，州出
~二干 '"ω 弁聞 品引 "" ~ 目配 '" '" 間調。 酬Z 主置置庄カ 間 品"偶〉 。‘
;Ið~に~竺壇〉 ilP2(1的 ，.， 電""臨 '" 品目，.~ a“ 増住】ð.~l. a円蝿乱揖，..・ 品'"且時 .舗加 T百"陪 聾z・かも且問臥下の圃 品Pl/d.Gl 0.16 
量'"晶時間 品目J品目 ，.， 
'ー‘相良幽力 歩，， ~.?1
加実長フ主 品目佃】 " 植."引晶 .~ω .， 
間 初旬:W::) " • 刊3(SEt) "' ;1 d.'I"T「 !品目〈畳間} ."側】 ，.. AP2(初 .
"製粉 5闘プ主賓銅Aカ 前 "ν.~ 乱闘
植草}品'1. ð~l 慣乱世 Z暑の. 品円/晶陀 ，.~ 






定...に周いた"・の制国系の暢~"プラ y ト.に遍L、"あまり伝〈 ドラムをデル ("3.8図〉での柵
配師同一であることを闘した...胴聞については実眠目崎およびこれまでに棟建したもの"..，，，
を.'ー にした
113. l!図l事 幽カ!l:1!1t~・崎【際費温度../分〉のプラ J ト~動について欄・定"を周いたγ ミーレ
シ・ン【ただし 罵気圧力施.モデルニついτは当峰プラントの.定定闘を使用》と案提応勘を比捜したもので
ある.実‘応闘と μ ミs レ y ・Mの合致1.1iUfであり 楓・.散が妥当Uものであると考え砂れる.





.mで刷売したガパ少モデルと 羽炉開で開発した火力プラントモデルを組合せ 系蝕分.で・aが過則とはー ョた
楊舎の脚"を示す.
~電した巌畿を 113. 12園に示す.分・E系統内の 2・"の火力捷電所では それぞれでSOOMWの貫a型企
3 S OMWのドラム聖が，.ずっ定幅幽カで遺伝中tL.進系臓の週断附順寵については約50・MW'主系..、
送電〉とした〈付降3.6#照〉
シミ sレー シ.;，.-黒を.3. 13園こ示す.系鏡周院般の上界(岡町削)により ター ビ J細雌待合駆り込ま




興する.ドヲム型で" 罵気圧力的上舛l孟わずかであるが〈は附E l). ndWで I~*1.，;臨:.".It'JO)UIかA
><【同図E-1).舗・的山プラントトリ 7プa定値で.る 115，.を組えて乞り u プラントのトリマプ毛
田還して分個系企症の安定置鑑を纏按ずるには 刷擁敏上昇の抑制対面障のι必安俗、ーとがわかる.
113.12図 火力プラyトを宥.した電力条民...例a長銀















【"置施プラントモデルについては 主要Gプラ J ト節分について寝中系として慢".皮札 uモデルを開発し
食 プラ Jトの制御系については 周峰敏変動ニ偉い出力畏*値を.更する周峻微パイアス ガパナへの..・
.，定める幽カIM.N..は勺びに膏気圧力制御森を.点的にモデル化した.これらは"・a.勤時のプラント応
動と Lでほガパナの応動についで埠〈 電力系峰の腎色紋"崎の応勘を鯛断するために同不可欠の鍵震である.
ω貫.プラ J トの修調制闘方式ニは その.銀座カ制"を加属舟でも行うかどうかによーて大きく，.廻に分姻
され そのいずれについてもモデル化Lた.
ω 開発Lたをヂル.険庇するため!まずプヲ Jト母体としての儒笹としてプラント制御感'0ヲタした民験縄県
と比・"た ，た プラント制御系まで含めたプラント金体と Lての応動情性" 幽カ度里民験崎県と比服したe
その騎果 いずれbll.lt良好広合軍婚・切れ モデルの有働性が検証された






以上により d伝員の蝿作倉関与して〈る l分冊程度までの火力プラ yトの応勘が γミ畠レ ~.ν可艇となー
た.
えなお開穐し 股定したプラ yト.デルと定敏" わ，園で使用されている大容賃火力プラントの"とんどをカ
パーするものであるが ..的G制調方式略本竃で示L企方式であーても 実際防火力プラントで"プラント毎に
さまざま忽寂良が崎されており プラ yト毎に.監を鰐噌た応.を示す.したがー，て幅めてクリテ4カ""j;.検討









V d. d~ れ山一一(一一一一.--) .v(.. -..) ~O 
• dp dl drdt 
Y dh dp dh dT 一←-，一一 )φb(.，-.)
V dp dl iJrdt 
旬





h. : に疎入する減俸のエンタルピ {kcal/¥ω
.. か切.幽する施憾のl'タルピ (keal/kω
. の曲目におげる認院のエyタルピ(><渇Iko)(h~h とする〉





dr V iJv dp Y dv ・(-，【曹1 ・.>一一一一一一一'"一一一一〉d¥ v dp dl • d r 
，'.られ これを(A3.2)Aの左辺に代入して霊覆すれば下式合得られる.





































'.，.， 1".，1，..1， 給水罵宛a 過鱒盟主眠気~・




















， .，ドラム産力) (Bla) 
. に加え砂れる倒置，.同<1-叫













dL dp dl 
が..立するので (dl"/dt)，(dM'/dt)を渦去して【dp/d¥)について.. 貫流ボイラの場合と同憾の仮定.a
ければ次期鳴切れる.
" Lー =1..，" 1.・.". 
db h" -b' ，h' dh" b"-“". 
T. E.' (ーー一一一一 一一"ぜ(← } 






1. 8(h' -h' φ一一一-'V)，-. 
円ムボイラ崎噛健一舗に醐ボイラの時四日比ぺて一例1以上大齢、同酬呈と給水伽闘を岡ー
と虫いモデルを..化するとともt 霞歳ボイラの柵舎と岡闘に立腹化すれば次~(窓文 (3.3)式》均得られる，
r.. -(H，. 1... -H... 1... )/(1.... s) 
. (・."ー....)/【T...s)
ただしi






















(AZ.ll).(A2.L2)式を周いて定献をn するには ドラム降ホ情露見膏か ~'i. る...の.随 ff力《比.
棚と..分保目障を.uかり*めるのイー便る)の健定箇がそれぞれ'"慢である..，草笛の容帽については 降水曹
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-凶R 昆.尚S 凶.凶a 毘胸 毘・ー ト~I ~ 何.トa 自m凶mm 。m的m門前a 
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崎原u罰 d 唱. :写d 写.，;1.，;司Z!I! 写d 写d ::写d 写m:ミ:写d ミd 写mm 同哩喧; 哩，唱;‘ 
"自d 前回 “向的 凶帥 U内凶 -働 凶凶 .回 . ，. ~I~ 凶由副作";1'" ";1 d CiICi d 'd d' d ";1 d ";Id ";1"; "'1'" dldl d 
占富= -【 N吋・目 円司， 姐目 d ・ー 吋~1 ~・4 制~ーI~ e【;1:、 刷:I:i、"“ ω."対
」富 2，ー.・ ， ・ー d可;lI;司ー. . ，. -司:ー; 帥p・守Fー dー-"ーp 伺:1;1~也- -・:1:ト・~ 1.ー31~吋
ょ量 = ~I. 由:;1:;回ー【 同『ー R品.制4 剖4 回叫 世」 "ーdl:i:il:i 也F【-司 b也. cトー."由ー噌 'ー 苛
:1: :1: :1: 量量 理:I~ 回巡 宅E 吉書高車 岨 書書 主主 芭圭 主主.1:語-・園 -同制 舗網 網""言 個 -園
R az -s 毒事 草書 書書 草書 軍軍 書富 喜重 豊富 書書 主主
、t内E曙 団側 '・. 師@.， . -ー ー制 司".. ー  由也 -ー. 宝 ~I 0:; 






量鳳胡 1155・124.0110.0 I 9.0 
250 1胤重欄植l踊.，包0110.0 111.1 
石炭 1121.9118.0110.0 I 6.6 
2回 l石厳重抽 1111.1 121.2110.0 I 5.2 
石炭 1112.・1，ι・110.0 I 5.・
重原柚 191.7[ &.3110.0 I 6.4 
重・原油 l銚 218.2¥10.0 I 臥l
37S 1I・鳳摘 nt115.・" 7110.0 I 5.0 .油 1121.015.71]0.0 1][.4 
重原油 l'・6.0111.51]0.0 I 6.1 
重油石炭i脆 11 8.2110.0 ¥ 9.3 
.~定・a
-50-









司..，‘不足しτ周a産量が低下する喝合 ガ"ナヲリ-~艇の甥竃プラ y トで".定a院に従ーて幽力量増加しよう


























"ハナ"のみで.現した喝合と比般L訟が勺示すョその陣 プラ μ ト応動を悶 の条件で比駁するため まず周
..低下の度動伏aを医草した場合と 爾S協は系様モヂルとプラ Jト号ヂルを紬合ιた刷会についτ明白;;とする
I~~ 対象企 L化火力プラント" 町軍までに開発した火力プラント企制闘方式の内応答の温い鰍 盤描焚抑
買.プラントとドラムプラントと L プラ νトの胡調方式l孟.. (A I'Cl)町式(11'13. 4圃.銅》 目<DED)
方式 (113. 5図〉 ドラムギイラの方式 (IJIJ. 8闘》と"
4. 1. 1 周.・R低下嶋の火カプラシト"勘
..不足時の周回宣敵低下級援を lI4.1園ニ示すように5抄，で也細的こ低下し以後その舗で保持され..惨で
代.させ。低下量をパラ'ータ (0. 1， O. 2. O. 5. l. 0 H ~】とした構舎の 各相プラノト紅らびに
従来の火力簡易型.パ歩... (114.2図多照1.~広寧では以後火力健象岡修モデルと体する〉の応動を預.. ，図ー
示す.











であり 篠.. ，図の a掴に示すよう I~. -_!!幽カを増加させても&.とその増加分を.. 少させてい〈ためで.る匂
これゅのプラノ崎町細についてい山岬.
I • .:i;， 各僧プラントの定散の内プラント応動に.・の大きい下犯の定倣lまー般的'i.(K.の瞳を周いた.
①ガパナヲリー咽 '" 
ガパナ司監ー タよりロ ドリミ νト号 タの出力が大き((ガパナヲリ I・" その幅が売電機定槍幽力..
で'"あること.
②周峰般パイアス幅 "5~ 




o 10 2河却・， "・O(ue)




一 一火力APCモデル ーー火力ドラムモデ b
視..，凶 各相プラ y トの瑚a徹低下町のIl/)~じ動
F巴 4.3 Oul剛…印刷F皿 l…『岡山 d...a. 
@凋定.:$!Io 
ガパナおよび醐.パイアスとも S!lotLた
⑥腐蟻敏ハイアス耳".得 士o. 2Hz 
周醐パイ 7 .:1. 1:(;1周酬の刷、"酬がプラ J トへ・u・~!jÁf，，:いよう間不酬が段げられているこ
一二主O. 2 Hzt L合
⑤系S健闘iIIl!I::60 H z 
網野崎'展開.. ，酢示しそれぞれの四時する帽叫下に述叫
(. r. 2 A (APC)方式プラント@綱渡徹低下崎の応島










Fi，_ 4.4 A固佃tli.eofout仰t伺n時的，(of tho A 旬~，旭川
(1)周髭敏低下.'小さい働合
周樺儀低下企句、さ〈 周蔵陸バイアスの不'"椿を組えず，ま"~・H ドの.更も起こ切なL嶋金箱崎健)..












? ? ? ? ?












r~ 4.5 Rωp・nMortb・A ty~・ t加，.叫 M・ntBtfr閣制恥y 自~
'"周書室敏低下が..い柵会
周肱微低下が大8い濁合。;:1;1.珊捜隙パイアスの不思司...えているか!直径号 ドのR更があるかにより . 











4. 1. 3 B (DE B)方式プラントの粛8•• 下時.e融
園方式の駒山棋のよう叫イ叫帥式への切り倹え附われず周醐低下蜘a醐拙のように同.
'"周'8低下。吋、さい場合
局a敏低下が小さ〈 周.齢パイアスの本.需を鍾ええ弘い喝舎にω 114.3医tl，lblに示されるように A方
式と岡織にい勺先制重也カが噌加するがや肱り崎明雌過とともに.如意.前舗に復曙してLまう.ニの応答鍾"A
方式より帥叫〈 主党審制7'/Y-e/:>ー ト崎れτいる


































Fig.4-6 Reopo引闘。r1M B ty.. lhermal p・"・"，明崎慨，ydec閣凪
4. 1. 4 ~'5J.ポイラ〈ポイラu・6遣方式】プラントの刷ilib:低下"の応働
ドラム牢イラの刷会にIt. "ドイラ.縫^ 式と1';:.，ている，め ~，I. 1闘に引されるように 出力Itl/.ll霊愉悦ド
に応じて地加していく 抗だL その同'"スピー ド"週く o.1 H z 低下の喝合の例で11.60砂時点で網..低
下によるガハ少による幽力漕加の朗待値でめる 3. 3~の 8割鯉貨の 2. 1~の瑚刷ニとど率一，ている これは
主復気圧力の低下を附倒置するプラノト側の~蓄が遍いためであり この例を貌.. ，園に訴す勺









νの出力応答特性を爽"' 従来.デルでの7ナコシ解析 タ ピンの人口.Qエンタルピ..かりの検討を行勺
ている.そのま"純血・"次のとおりで.る.
①中。小務.(7 5-31 SMW. 5・〉縄の・岡崎応答割合1;1.0.35-0.44でぬる. 【岡崎島署割合の定
."不明3
e施遺棄をデルでのアナコ y鋼併を実測応容と対応さ@ると 高圧ター ビン分恒男慣は0.65の瑚舎が会急度が良
い. 【省..文猷42.pp237-24 1) 
③高圧ターピン幽カ椅栓をニnタルヒu倉白"えると 過嵐聞に高圧タービ J分担.，増大する鋤県がめり
その大島さは定常時高圧タ ビ νt島カの l丞'"割胞~である.
Lかし 近命事の大審..の高座ターピ〆幽力分担噂 (0.3前後〉倉ゅ宥えると ③の鋤県を..しでもこの分
担寧"あまり噌加せず〈たとえば. O. 30"'0. 33) 大容盤機との実測対比においても.. ，程度で充分幽
力闘の合蜘叱れているため袖口開発Lf:.1fパ円内閣.. ，を酬している.






















Fig.4，7 R.spona 01山・ drumtypet愉智m凶lpla臥 Btfr問削."館時金鍋
柑肝6珊‘ 8図のプラントザんま付録.. ，に示すよウにが，円'}-.I!蜘プラム〆トとして制






Fi，.4 ぃ"岬lifiod_. ・~.m 叫1
114.9聞ホカ健司..デル




















ヨft~. 1 0凶百..般歳時の刷a殴とフラ ν子山h変動
















上興が大.ぃ喝舎に1，~庫銀座カの上昇はどによ令て'"酷秒程度でもプラ J トはトリ ν プする可陰性がM.
この橿気圧力上昇によるプラントトリヲプ"可倍性1...気圧力の時定散が小さい医諌プラントI その中でもき
ゅに刷として剛弁帽慨抑制歯こ"使用un'A(APC)方式のプラ J 凶拙い.tt:このタイ












仮定する..に周被盤上昇が大島い働舎には ・線的伝圃..【盛定局温度倣}として定格周樟散の:!:O. 5Hz 
程度以閣になるように電源制限〈竃鳳を側聞でト"ップさぜるニと〉はどによる周..安定化制.が般に実施さ
れるため この制御を仮定して密定四.敏が+O. 5Hzとはるとした.ただL ガ.<ナの緊急時動作機綱命働作
すれば 間援敵.動Uこれよりも槍鰍な応鋤と伝るがi ニれについてU次項の潤易系民モヂルとプラ"各組み合
わせて検討す..このため..項ではがパナの0.1臨時動作縄綱は動作しはいものとして鏑併を実施した."お プ
ラμ ト"の醐IU. 1. 1配悶じとし，

















Filf".4.]] Sl8b]eopo，al附円程 onor lhe A Iy岡山・.IIl.lplanlalr"刻。... yor閉明"













プラ J ト錦俺 1・でZ量破火力貧施プラ yト A方式
@ 負荷変動
Yノグルガパナ【， "動仰をロヲクの川島会'"'帽性とほぼ・価，，~動と山る〉








これより時間T醐に間剛被酬調によりこの需給アJ パラ J スが糊されるものとした.凶.4. 8園
の発電鴫電気出力〈岡聞の①》とタ ピν出力【岡田の②〉の差が過."0)"・朗々の筒陪アンパランス.となる.
114.12図《・"ま笹い敏陶【".臨にまたがる l組事飲再間嶋!l:.'"ど〉で感畿が分・される繍舎で発













えな砂れ1:-:.-グルガパナのようには鋭敏に動作しはい住め ， "【イ Jターセプト弁〉の動作 本創作を不幡E












の安定聞界の解脈絡!I!.~II 4. 13 図こ示す，.，ヒ.Rlliltゃプラント・ヵパナの~働側を114.1(園こ示す.
周政敵" 系滋分鰻醸の姥電通衡によ qて一旦"上昇するが ガハナによる敏り込J与にょ，てターヒ J幽カを低下
させる.その後の電.，剛院による刷・で筒給アンパランスが解摘されると， 且リ凪読書度"定格よりb低下しI 喝合
によーで111H z以上低下する暢舎もあること会わかる.
甥(.13園によれば ...程度の大き I..allj~勘でむその園陸線崎聞が短"ればi 主寓気圧力上興i 刷 il:tlt~










ると ロード'J，.，トモ タ〈ガパ少の負伺制限》の白動過健機i;(JI(.4園拳扇〉によーてロ ドリミマトの
幽抽'1、さはー，ているため周峰徴金《低下しす.ることがある
!lU.13園負荷.，臨時の安定境界《事故鍋L. 1 CV動際〉
F;g. (.13 Sl.able ope'81同四...，ion811oadcha町.，、M;lhout-foult 刷出 ICV-""t凶 1











Fi&，.山 A岡田川 oflhe剛山 alJoad.b叩
t肌.，咽‘ h凶1.，"'th-ICV 創出関心九一3O~. T=5・d
"】.醐L. I CV不動作時の肺酬.脈L. I CV不動"の条件下での安定鏑岐をlft4.IS図ニホす.
1 CV!J'鋤作L'':付れIt. 1 CV動作によるJc8'.i.過重g州唱力費動草生じず周滋眼底動Sはめら泊、，ふものとえ4る.
この住め a伺因調置(‘様制限による制・〉めタイ、ングによる周融似の低下しすgの現."現れず 負荷.~の
..盛時聞が短い領厳で"安定値峨が'広大する"抄以下の傾峨，.
しかし ， ovによる段り込みが煩いため 鋼彼自陣土興の大島さとその割分."大><はり a・・'M出2秒以
土とらはれば安定額織は， ov動作の場合より若手線〈陪る.
114.15凶 白銅貨鋤闘の安定限界(唱隣依傾L. [CV不動作》
Fig.4.15 S¥abloo向山明剛 ul06dcha甲 (withoul-fault叫刷-ICV一回附
(0'・a食有りの楊舎の解析結展
..食舎健一.r.負街度働時の安定.，撃を OCV不動作 動作時についてlR4.16聞に示す.
..度.. 事うため OCV動作の喝舎に1r cvが動作 LO<江り その受注領有良はE突く怒る. I CV不齢作の渇
舎には 【2lで益べた哩自により安定領域は事敏債しの刷会'"とんと変わら伝い.








②nや IOV動作を宥竃してむ.409悩曙.までの電鳳過蜘ー対してl孟 ・a食後.. ，砂以内日当.制御を仔



















このうち ①項について1;:， .~こプラ J ト毛デルを作成すれば 鈎~"可能である.実..⑧項で復途の







...できるb<.，長崎院解析のためζ". 。時効eが畢 <'lõ. このため担分S旧同時閣こ~・を与える嶋貫主殴に闘





VQCについてむ 制旬崎川 量“^，Cと岡崎であるが ‘圧面で岡山園が生じる場合l参考.する必曹がある.
一方⑥嘱の織的応動物色についてM その応働時H叫が分以上であるため鏑aしている.ただし 貫拠プラント
の脚力応動偶船主ほとんどが間短ιたモヂル内の特性で後現さ札倒的応動物性治ゅの彫・M少はいと考え切れる









①‘圧倒底下による負伺鵬".の地大1白 " 計...の..・盟の増加こよoて ・圧低下が小さ〈 またその
開聞が主保贋動作よりも緩い場合でむ そのμ，ヲタによ，て齢返する負荷が唱えて畠ている.
@大容量ユニヲトの綱謹E障条件のνピア化火力.副長プヲ μ トや原子力プラシト憾。従来のドラムタイプの巴カ















ひとつの方法とιτ 筒鎗アyパラ yス"の崎穫量上昇穂ー穫の・大舗と制..笹との関係について 刷mと岡"
の..系成毛ヂルとプラントモデル舎周いた解訴を行『た.解1l'if!!II!.~1I 4. 17図に示す.
岡闘より 事敏の省側や'"動作に欄ゎ。，ず '"暗躍度の謂給7>パランスまでは 刷.，棟上昇甥擦の.











均t可能である.したがー ，て 第一層制御での岨@の不‘定畏図による制・11:1 岡援隊土界第一磁の・大僅から
判定可能で.り これによ，で僧正制個の必慢性 及びその.を検定することができaこととrふる.
Jl!4.17図朗読敏上昇a医大観と縄拾γyパランス量
Fir.4.]7 ReI臥畑町勘.. 網目耐..，同umf，罰則・.cy<凶・血...，陰m・M 副 pplyimbo.l.""" 



















ニの鱒E酬・を行う方式の内 r (6V)網・正方式1. r (6V)修正による 揺制.方式と岡織に..敏ゅの
電圧低下置を'"闘して 負街陵商事置を抱定ι補正制・を行う方式で.る.この方式で1:1.~・正制・を行うまで比
般向同聞があるので電圧低下量のIt訓，<稽実に俗ること 竃lEltll点を複般にできる司佐佐があることか切 負





方. Pe. p，補正陪 '敏後のタ ピン幽カの合計と負荷の合併により 制御..の惟定を行う方式である
が ター ビ y幽カを肘訓ずるニと命困姐であること 代表発電嶋のみのIt酬では制御.~を栂.でき広いことかb
...盤M函・である.
-72ー




f.-f. ・大周.，陸信電. ( )肉，，_，聞
p"，…量 P"，-f..I，.I，'P， 





1:1 f.ト一一ー イ ¥. / 11 ¥. 
組 1 I 1 1 ¥. 1 J 、
iEl 1 JI 、 111 11、、
制 111 1 1 111 11 
鋼~~可戸ι一一一一一一一一←-ー」一一一」ー... 一一一一一一一一
1 01.1. toll， -. 問 1 01，1. I.I.L-I.......聞
方~"
all. 醐除制"'副 h ・1酬陶刷眠岨闇帆27，耐
11.:，1披・.. 制定.差点(1.01_). 補正旬.(l.l1se略》
BII. 周.食..・到・・・咽 【 〉肉凶一例
f.-f. ・大周岨眼健
p"， : ~・疋旬.. P"，-f.'I，.I，.P， 




















【4. 1);;突で近似してA・..の分岨系製鋼変電所 Il~ rJにA併帽の本泉銭側.包帯至近舗での 3繍地絡【 3LG) • 







有 -1 ^ J。
~ lJ ツfu
O~ ・0 眠依L EumM 
割引哨貧問問例
F;I. 4， 19 An ..am伸。fdTO陣 ngorrof回 a
"される場合に11.2"開度励。;10%"1(の負衛民認が忽.されることと"る
APL ~0.5 • ( (v.→ V・;0)-0.23) 'Pl.. 
た止し OSAPLSo.21' PL. 
ム"負荷脱自1. PL. ，a.街司..岨
V. 負荷点竃庄.削."町 v・;0 :a.碕点電庄.低健〈問》
肌旭川8剤耐はる附酬健定値 ， ，削低下巾







@ プラ J トがト."プιはいこと.
②周麓徹低下が周麓徹低下9レーの審理値である 59 H z以下に"砂はいこと.
@量定周援隊がプラ yトの速畿運飯野容屍圏である 60主O. 5 H z以内であること.
14. 18固に示され.補正鋼.方式A.Bでの各パラメータとしては A方式で1本間図の還りであり!目方式
でM周被..動訓定絡点とはる時間 (1，)をパラメ タとし.Bl.12 闘のケースではそれぞれl. 01. 1. 5 
1.2.07砂とし 咽正倒""岡 (1.)もこれに応じて室化さ@た.また 過削・を瞬ぐための僑敏，.，孟. A 
方式でほ次近...いているため.. ，とし 園方式では.. .とした.また '.3 ・項で謹べるように周






(lJI CV動作剛節での償針箱援によれば. 1 CV動作の有織により閣議倣変動に大き忽.楓が現れるため温調官
働作の場合とロヲクして不動作とLた場合を0・2守Lた
@・E綱銅剣・ "図の A..方式と C..方式でU時聞をバラメータとした.
..叫刷ケース引と解術館蜘闘
Table4.4 Summ..y or ..1剛岡山閉山
誌izlz.lJ;日詰寸:1随|腿1"1“|円相
u I A 11.710.94<0曹10101010101附20-I-A
，u箇1)1 1 ~ I -1 -1 - 1"1，1，1010110-30-1-0 
" I A 11.1].6舗IlolxlololoIIO-30-l-A
40 I " I -1 -1 - 1"1"1"101"110 ・附-]-0
同|動作|一|一|一 10101010101.判。
動作1-1 -1 - 10101010161.."→。
"1 ロマタ I-1 -1 - 1010101016.10-10-0・
動作IA 1.11 O.94~冒 101010101010-10- 1"1
動作1-1 -1 - 1'1'10101'1"""" 
ロックlーlーI- 101><1><101010-20-0・
動作IAII.3111.6OGljololololol 0-20-]-A 
ロヲタ IAl.311.60G11olxlololol 0-2l)-O-A 
齢作|か'1'川l剛 10101010101刊か1・1
M1'.'1'叶.101.1010101叫 1舵
1 ~31. ，， 1 " 101.1010101叫判鴎
ロヲタ 18-11.311.8国'101"10101010-20-か削
" 18-21].812.“畑[01><10101010-20-1-12





f. :Jillil敵a・<姐 O:SUzP.l上， ><:59むより小
fi:峰M.IlIS砂・d誌の周.敵，n蘭荷量敵1，60B:に対Lそれぞれ。:!:O.45也以内企全乱45-0回目.， コ主O.駒hより大
ニれゅのハラメ タを含めた網目時ケー ス.句の附定方向長"下記によー ，た.
ケース骨骨 10 -2 0 -I -A~ (a)-(b) 【c)-(d)
(a)，Ml殴制御での負荷限調鹿児込み量【 10，09ω
(0) 実際の負荷股.量 (0.10.20.30.40")
(c): I CV動作〈自). t cvロック'"
'" 補正制・の方式 0<補正朗..闘し
(3) !II段制御で負荷悦沼.見必む場合

















し ， "ロヲタ崎の補正制・・で比・関すれば A方式ではl. 60GW訟のに対L.81で陪1. 82GW. B 
2で砿2. 14GWとUり. ，方式の方tl1>'lくてすむこととなる.
(5)尚E制個の勧銀
14. 20簡に周霞敏安定化"・ (SSC)に補正制闘をS寄り入れた場舎の紛県の例&ιて 0-20-Iのケ
ースでの周..と罵剣圧力度目防こついて示す.負荷恨蔭を見込まない.，険制.により 制御観.が，..あるた
~. .II-o:It.l:.J!l-I:ll Hz以上の侠舗が s.程度厳線ι !lt"'.震倣むO.1 H z担'"の土界とはー ，ている.このた
め主賓気圧力《過倫E幽口圧力〉も..履度で 1159唱を信え プラントトリヲプと信ることが予怨される.
これに討し. ， あるい陥B1ijえでの繍正制御舎.，医すれば周厳被上昇の.大値1:;1.1とんど度わらえ弘いがその.
























!K-&Ø)周.敵安定化制.後の爾給アンバランス.す伝わら制調厳重(~ (1 -p，' れ" ，個別払 p，' pι
.，段制副議の負侃タ ピン出力の総.，と刷a敵.大鑑の関係を ，"4.21図に示サーその係敵1[CV 
動作に晴わ.ず "ぽ~で O. 6 5Hz/1 0"と'...，ている.この姐は .4. L 7闘ニ示す火力プラ J ト剛






























〈制御自民墾=(I-P"JPi:;) x 100) 
114. S.に 繍A刷闘方式，. ，での爾蛤T>パラ〆ス置の櫨定値と実働の制・量はどとの闘係を示す.
限定補正・〈鯛一段制御白昼に補給パランヌをとるために必賓と怒る・正量の値安・3の見.り血肉筆は 緬正方式
Aで"櫨定補正盆を大きめる見倒も，て.り その嶋の.大見調..，ま IJ .!iífl!lである.~に 補正方式自で"
櫨定綱正量を小さく見積らることと拡り その時の・大見副Mff1118%曙.となるが周蔵敏のIt酬停聞を畏〈
すると "子限定時贋b向上することがある.ま九両方式ともに. I CV動作時の ;1i1l<， 不動作時よりも・Ut~砂
はめに見頃ら司ている.これ11.114.21図か勺bわかるよう1:，I CV動作時には倒・u ，需給7>パラ J
ス量}が大きく怒ると>OVダヲシzポヲト骨盤の鼻栂形健のために.周温度敵上昇a医大白色が制・..に比例して大
"伝らはいたので.る.
I:/!.L この限度の憎定厳密" 第一段制・で当・嗣砲を目暢とした制.婚はされていれば 組とんど問皿l孟無






T・b・4.5 !otim・¥;""0[""叫role，rorar刈醐Ierroror‘陶刷..'・冊目nta，yωntrol， .岡崎 B 
ケ司法|器問性博|工|E12i:|器lzi
al 0-10'H I H I N 10.ぉl'鎚10.1TI・1"1I鈎!肌関l'悶1，1"1.1 
2.1'-..1，川1叫l叫 12.121z.1SI1叫日11.31叩 10.&2
'1.，⑪"1 1 -1'-..1'-"1 1-1届|イ -1イ1.1!・|
バo制悶1-1 -1'-.1刊 1-1 -1 -1 -1 -1 -1叩 1-1 -
a10-2.."1. 1 • 1'-.1叩1'，"1山 1• 1口'1・'1同|叩|・|同
叩'."1• 1 • 1'-..1'-"1'ぉ|削1，1同1"1同|叩1-1山







‘ 3， ， 周a・"ut4t_制御に関する.とめ
君影却ならびに.， ，聞での峨射により 以下の樋a・.'.勺れた.















'"・"が不足する櫛舎のプラ〆トの~動" 不足量か叶いき〈周.敵低下，小さい喝舎に凶 火力貧諌プラ Jトの
プラント制御系動作lニょ。てガハナのみの応動とU金〈奥伝る応勤特色告示すことを明ゆかとし免.す"わち










'" プラ νト毛デルと筒1IT，t.iJ島民モデルを用いて 電源が過刷と陥る刷会の周量..動とプラントを安定とする免
めに帥される醐腕定化制御の帽闘咽瞬間の晒醐りかとした.この毎回姐ガパナの耐に
大"依存C，νングルガバ少のように 1CVb咽厳舷.働に観般に動作する喝舎に"若手段〈借る.
陥}輔総7'パラ Jスが大姻と匂る喝舎に" ・a政に伴う負荷脱落信どの不‘定贋図 ζ より・~前~8'、らア Jパ
ランス量を惟定するのは困置である.このため。銅山会アンパランス解摘の住めの厳しい制鋼方支えを健療し住.こ
れt左 側・を2陵に分It..初の制・で"迅濁世を優先し .. 耐の伏Sか切とり.えずの馴・を実施し その
.の燭盤徹夜動状況を観劇することにより霊泉された需給アンパランス量を抱.し 必贋がるれば繍正酬・4島実施
する方式である.
"，実仰の電力系院を鰻定し 負荷臨11.'"どを仮定したn細はシ、 aレーシ且ン解僻により .1il:の膏鋤佳
を鍋mした.
付飾4.1 司Ifl1';、尼崎の朗被徹変鋤とプラノト応鋤解析の塑定条件
金窓. 135 91; 金ガハナフリー巾 5.096 
全自力 100 !Iri 負笥周強敏特位定厳 3. 3 !Iri/Hz 
慣性 11. 2砂 ガパナ網電車




容量 35 I IS I 15 1135 
|50 1 so 
17.51 1. Sl 1. Sl100 
6.1 '.'1 '.'1 
出 自邑内ース 00150 
本1カト一一一一一ー +一一一
手 I I金品力《ース " 
8食トー キー 一一一+一一
ガナフー帽 。
周強磁パイアス・I • 5'1 .・|一一|奮. まとめて " 
~I暗主~ まとめて '" まとめて 32.5 













信事で".・aトルクの観点か.. 蜘断が倍されているH ・'.また 司銅電動高抑悶悶引畠入れ現.ゃ...，食の胃同
周現象についてら研究が保されている"."，
方ー ・初に途べたようは復日時の分.系民の義列のように思統どうしを並列する場合《これを系民間並列と時










略鍾櫨問恕制限慢図についτ鎗射し 電力系畿やプラ Jト6聞係ιた酬聞健闘乙ついては 5. .・で検討する.
5.1.1 J長銀閣盆到聞の制限要因
.‘権問鍾列で陪 並列点での両系農閣の周<<敵. ‘Jl'憶@. ・圧径が.る...内lζあることを・aして盆列





































明 5.22島より 見電白血を定0.'是枝箪【極細点あるい"盆損保でのp・O.9.eo 1. O【問).ヵ1f!，0. 9) か旬~..る
い"tt列Lた喝舎の電極トルクと‘帽子・8‘の・大・を寄量削欄過歳リアクタ Jス"・)をパラ，ーターとして
収めると 第>. 2 図陶ように '..õ，位相.が，，~で岡のrの場合に"・大‘値トルク"系続問盆，時の
方が大きく"る11'， 1"が'"略開慶大8ければ垣.~トルクと同程度とGる.電恒子‘這"位相皇警が".であ骨
ても福崎崎a医大檀よりも鍾列時.<，わさ同
，、ー ろで 同閉慨はその省高+n同組のみ』での実.. ，絡に耐えるよう一般に&肘..，惨されτいる1川島ニれ
に討し 系統間盤列崎の等価切削過.リアタタム〆ス，<"目Xd"'X+X，) U 叫列後の写樋.限^陪観までの'.アタタ
ンスであるため 当臨死竃械かり史に興庄袋応軍字鴫砲のリ 7 タタ~ ^を《んt楓とはる 舛If!l>'庄.や線路のリ
アタタ〆スとして"その幡宮ヘ スで'"り'!l: I~需に想定でS るf め その喝子での突発栂.に耐えるように劇
作されている発電.で" 也.ull:=3 0度までの系続日制陣列に"電位トルクや‘楓子電認め.大舗の薗か切拡充分
耐え切れるニとと伝る.
企犯し .陽子・"のe・・咽."どの緩みや 権益のタ ピンとの楢自慢じれ闘員動の帰命監視伝どの管理に当，とっ
て.概子.誌の大きさは良い術楓と"るため その大きさに注書をはらう必嬰が.る.
また 盆現直後にM竃織子制にn分篭楓.'，健れるため これが固伝子にうず電源4島駅錨し兎偽の鳳図とR返る.


















系S夜間.川崎の，迫電線電盤トルタの突宛民向~.ヲタによ令て .・・ タ ビン間k・自民じれ錨働が発生するe
この伝動の大きさ11.*列"の位梱霊が大畠い"ど大きくなるaしかし ・a食遅断。再岡崎失敗防に"発電楓高圧
倒での 3網実.短絡事~と等価年γ 圃 V クのそれぞれ Z困〈・~誕生，車衝で 2固とはる】あるいは 4 回分が2・・




叩叩 0.40 0.50 





叫口 M..i剛岡町鴨川町剛山叩叫臥山m 凹 ..JI.lin，and3ー 凶












φ(川「一川q-)(e，-e.l' f ・'sin(rl (1 ε ・l閣〈吋}
5. 2 ~長続間並列ン、=レーション手法の開発
系続問鍾抑嶋に" 前舗で場いたように位伺.や電圧.， あれば主に定格周a雌で騒動する司..トルク底分【交








叫 (:!:30四度以内)， U l!(:!:IH‘程度胸帥さいことbゆ M ・M ・…
面での主劃嗣聞とは鉱山いこ，は附で示した過りで.，.
































分岨された皐誼遺伝保健での発電繊出力" プラ J トとしての.・E状魯がどのように2安定されている必こよーで
鳳江る.wホ池式水力e ドラム#イラでは般に AFC~ELD議置かりの抱舎や手動での蜜更が広い限り .， 
2開館3 咽同村イラ雌相軒両にあH うにガパナヘの自力臨すなわち河川への削畏
求".更され包い.
これに討し 練"・の，. ，方式のよう恕胞周制闘方式の火力プラ J トで11.M3.4園や賀町3.5圏三示すよ
うに。プラントとしての幽カ現求".更され抱くともがパナへの嬰求が周畿般産動こ伴、て自働聞に.更されるこ
とがある


















S. : ~隣諸系移行畿の固伝殴・tf. 1:11・定.
w・・ガパナフリー.，孟 0)， LUI・ ロードリミ?ト岨 (~O)
'"回経敵上昇S叫、さ<.ロ ドリミヲト運転討のままの場合
ω回程敵上昇が大e<. JItかけ上ガパナヲ 9ー 遺伝に移行している嶋合






M5. 1固と付鋤;. ，に示Lた象S去 を敵で 受電院側凋峰微を51. 5Hz 鍋岡大隠縁側四回集散を;0
OHz (周a敵曇."幅〉で 盆~111階位伺.，を.，.度とした崎会の両手法によるY ミ z レ シaン鯛..思4長期
;. ;聞に示す.
"帽νミ5 レー ν・J手法によれば位姻.がある状忽車、>盆列しているため 捷‘蝿トルクには間図lζ示すよ
うに定絡網a殴での交施分トルクが健生する.感注目町並列現像解駅周として聞晃した y ミz レー μ・J手法でほ
発‘幌電組子と線路は代敵式表現しているため この過護.随分トルタ"家主与はいーしかι向田ー示すように
発‘・bルタ"並列..に'<n網yミ畠レ-;/o"錨援のら&うど中聞のトルクヘステップ伏に蜜勤し 以.もち
aうど中唱聞のトルク舎度勤してい(.このため 過.受諾分トルクが幡.L t:.~量ほ '"ん，勝目時手法ニよる..





そこで ζれを・Uするため有負荷の分組単強系畿が盆列されることによ qて拠調と伝る聞界を 両者の前瞬手
権で比搬すると 銅 S.4.に示すように!雌同限界とGる周誠監邑位稲盛均咽手必でl去とんど 敬する.
これから 幌周に聞して健司E・‘嶋子や刷届の過.現徹告側復しても姐とんと問団なく ιたが"て ..系統
での盆列現象に聞しても 崎槍した系統間並列現・R解析手誰が有効でaちること治匂3かる.
IIS.4i1 ;.-，-'トシ."手法による醐酬の醐




縄強.，を 量小 -166度 <6・度
位相差
。，‘ 量大 ，，~度 tl38置
位掴. 最小・"対 5.1" 
周慮"霊
。度 .大 t3.3" φ;・M
位緬. 量小・5.0" 5.01li 
周厳olUf全". .大t3.2" t3.2" 
2 3 4 [秒)5
第"閥系鍵間並列時度動の陣析手法κよる比峻
〈位悶~+30 !l. ~0111敏..，衛〉
r'I.5.5 c.・mpar，ωnof .w;n伊 Bl.y._paraU.lingbo抑制nthe.削 ati伽剛M山岨a
(phe8e.r，明醐前ydiffere脱却.~"'30 ・ .，・3
5.3 交 ~涜電力系統ν 、 a レ タ.. 峨による検証
前町で"，多機接続の.列現像を..時できる Jミ墨レ ゾ.~手法を闘"' 発電機の電帽子ゃ嶋簡の過.現.
~~.l. t~1f舗はノミ 5 レ -/a ./手法とこれを比翼L 鑑別緩め動幅や般凋に大Lて+分似繍..宥することを
検峰した.
調院副で6左 大型建‘・を柵匝Lた"・."の寸哩発電砲を有する‘カ中央窃究訴の交 .<<電力系..νミa
レータ." (以後ν、aレータと祢する】を周いた猷験によ弓て 聞発したν 、 a レー ν. ン手権の有効性を検~
する.
S. 3. 1 民.条持
100 k V Aの鳳子力樋.穐電線の 1号繍【00'と2号織(G2)を周い第，. ，図ニ示すように 一機無限大系畿
と。多.轟畿の.本とはるニ鰻側聞大系畿で.11t.鍛腹也aが興"り中間提電所のある系白パタ ン1と。岡
発電扇に2・が並列されている系民ハターン目で腿恥告実施した.
".崎の.更主"パラ' タは .・e・尚力負荷 ガパナの有無(自動。手動}と 鐘列点画場での周厳敏.
(4). f (H~) ・倍長周S重量が高い場合を疋)と位相!f(o，$(!() ・組系住舗が過みの場合4是正〉で.る.電H'
については ，. ，節よりその彫・lま周.，険.や也網目度に比べ小さいことか句 .列点画喝の‘庄は"'Uのー 定ー
舗に保陶して 傾聞大母・・系院に並列された場合0)，安定限界を攻める彪で行吻払
ニの嶋の系縫縄件と訓副"量得を.5.6図に 計算機によーて鍋置された...パナ号ヂルをMS.7固に示す.
率化 励僧系l本.・E・.-に直結の交直属均値唄方式を周いているため 115. 8111示すように勘瞳楓失も雰.した








Fi，.5.6 Sy.tem剛 figurat;onand P<>WeT sow…山岡山
一切ー
第"闘 "'レ-'H圃剛聞勧ガバナ

















ζのようは平衡噂nによりボールスリヲプについて・..以下のようι定.する.す"わち 伎掴.が.. 置か切 l







Fig. 5.9 An・u.mpleoftbo 10白副80fthe同凶随時"卵oodandthe""ner.toraflgle・t
開..ll<olil&'t.oo.抱聞岨ehine-;nfin胸.町・"m
"，叩町川叫t8ged，r，…=0)




















Fig.5.IO Compar四 d ・""哩刷・t開r曲川凶醐刷ch，....'nfini胸凶
柳田回開岡凶tlI8IIdoiml印刷"岡町同叫put=62k刷
(2'峰郊の比. 
. ・楓出力が"民Wで周.敵筆が O.Stlz 也姻.が ， "度{1II5.10関の表現で11"221度)
の酬抑制崎リ叩闘力臨即岡山品目酬の聞の民即時5.11
園ニ ν ミsレーμ.ン踏.と対比して示す.μ ミaレー μ・J崎県"比・'"ょくu・崎県と合致がとれている.
lfI5.11凶捕間酬の動伽実験t;.，ふレーシ，唱蜘醐
【周..署=-0.5& 位個鐙=-139'，R電鳳幽カ"'62kWl
FI(.5.1I C岨po..iOOl'lof側 ngoal開.1山昭陶..網目陶t.o.odAimulation 
何回開..岡山_=-O_SH. 一四・3
"】発電偲・・トルクとuの・^鍋
.・.也力が 62kWで位椙.，周.徹"(0-+1. 2 5Hz)がある場合の 発電機紬トルクの.犬・小・





. 電阻・誌についてι.トルクの渇舎と同様の附向を示すがI ・aトルクと奥伝り位梱盤.<，・ 0度付近でa・大
とUる.
事5.12図ー縄鯛聞大系.への.列時の.司E・R・-トルタの・，..小， .四幽力=飽剛〉

























































Fi，.S.13 co同開問。por.1a凶・，唱ionat pa.r.llolinl 凶 two.m・~，間 inri.i胸 b ・
l)'1Item bfltw蜘凶Uond・imll扇町師同 pattern[】
5. 4 ~鶴岡並列時の制限蟹図
，. ，・Bでの交施分トルクを含めた鮮綱y ミ z レ-~・ yとの比般検Æととも 1:.5. J節でのノ 墨レ タ民
.，よっても .鍵圃筒現.としての来.間並例のシミ zレ シ・ン手権の有鋤伎が.証書れ免ので これに.，
，.で開発Lた火力プラントや厩鵬誕の原子力.w，プラ〆ト H ・lのそデんを組み込みI 翼系艇を忽定した多樋
泉院での保健周目隆列のも，ミュレ-y_;.."を実施L 並列時の制限贋圏を明白，かとする.




.の.・・4島含む理倒a保健(l2GW)との系10M並列をゾミ 2 レ シ・ンした..， 本轟健闘の集約系."大系
"を.. 旬ιているため楓肢として凶東側系鏡よりも少忽〈は弔ている.
裏側呆伎の網捜II:lt.*系院か切分帽の後趨当な爾給パラ Jス倒.により 60.6.60.4.59.1. S 
9. 6. 59. 4Hzで...・いているとし その周a鹿島に見合唱た発電幌出力~M5. 15図 (113.3悶と.
，. ，図のA方式寅捷プラント号ヂルか句毒幽) 第 5.16図〈修考文猷56-6 0より尋幽〉に示すモデルは
どから'定L 初期値とした.また 刻字系縫の周厳般についても 定格周a殴である 60Hzの他 ζ度鋤を考.し
て 6・ 'H，と 59. 9 Hzとしたシ、aレー ν・Jも実障した.
15.14同問4畑山町
Filr.5.14 A目。)~tli問。r tho pow噌.. μU>m 8nalyl!d by・，m.臥"
!li5.151l:1 'If'<t-7 ')-jJ.酬が吋定舗と附Jの関係(A }j~) 








の火カホカ織について憾 僻掴ガパ少のみを考慮した.また 主畏 1~1t散としては"に断勿はい限り ~5 
"図こ示す周蔵殴パイアスの不易帯"土 O. 2 H z.1パナと周峰敵パイアスの綱..陪..とι度化.制限
は鰻観ιた
3織の，w，プラントモデルについてb 既に開姥されている，w，プラント冒崎モデルs・聞を周いた.これ
" 比般的極崎田町:1[1(1する周..の.，助監外aとし ーれに対する中佳子寝の.働島鯛度良〈 重た効寧血〈嶋
僻するニとを固的に.，草されたそデルであり れーにM"，とF.HCのパィパス存制・や加温度リレ， P LU 
Rを含む.繍ガハナ司監デルを何加しkモヂルで.る.
(2)解帳a彫例
本J展段周・車種6O. 0 H z.J医働組蜂系鍵周.，障が59. 6 H zで 位掴.が ...の系股間並列防シミsレ
-"，...-防展開を!IIS.11図に示す.
岡因。" 本県民と軍側系畿の，電電機の梱.角 同医歓偏差I 提電畿電圧を示す.掴.角の轟・"本系統肉の
大桑銃規約・である.東側条畿の刷a散が低いため 並列を実働する.. ，紗より以嗣では軍側糸艇の梱.角".
の方向に動いている倉え盆J'I!lli一定値に叙嘆しτいく.並列後の回転倣"君事暴騰と-0する方向へ急調障に上昇L






















.. 嗣項のプラ J ト情峰~.体(周.眠バイアス不.. 調停ヨ~ O. 2 H z，周定Q!S，，'..ど}での周政敏.全O
"，か..来線刷盆，でl私憤調制御方式のプラ〆トの.終陶五幽カ..防 t:!:6. 7" (~(O.4-0.2)/60 ・ 100/5)
と''';1) プラントの幽カ.融渇健帳カの範圏に充分含まれている.
I 8WRプラント













0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0[sec] 
事 5.1711刷 .随桑艇での系縫附1.債解帳締罰県側
"区系_.・S聖書度罰純"， 照伺系銀蝿樟敵.o59.6Ha 飽倒壊= 鈎勺
Fig. 5.17111 An開且mploof開 ralelin;r・. t価問。1.叫t，.m・'"聞・.

















3.0 4.0 5.0[secJ 
115.11崎山での柑岨柵崎県肉
【本来.刷illt=ω'H.東側罰保健闘1l8=59.6".位相Jf!.-JO・〉
Fi，.5.11121 An ・..m門前.ofparall.liロ".lInula~町田 of LM m川IL1.凶崎山間旬圃旬同






















I"K.5，[・ "眠・mpL.of paraLl.Li，唱肌同~lalion or muLti-macb，.. .yo切凪 (DWR凶ー 同3
(m.，ft…・y山『…..60.0H.刷駒山…=-30"1
1.0 2.0 3.0 4.0 5.0[sec] 
ニの.叫"珊闘い.
ただし .5.6J吸の 眠届幽でUMHC方式のプラ Jトの加温度リレーが動作し これ日よ令てスクラム(ト
リqプ)する場合が.る.MIIC方式で安定は並列徒閣" 欄...が~ O. 4 H zで凶位個..ド.1:.ta梱.を
:!:JO・..でとすれば綱.敏径はて O. J H zと伝る.
方 EIIC方式で" 窓畿の筒風でliPlURが動防せず安定に盆列される.しかし 例えば分岨系の周擁.






凪 4川z 10/01 10/0 
..側ZI 59刊z 10/01 10/0 
珂釧z 10/>< 10/01 10/0 
0/' 
.柑z 10/01 10ノO
60. 1Hz] 59.1B. 10/>< 10/>< 10/010/>< 
"馴z 10/>< 10/" 10/" 10/>< 
6肌4恥 l心/01 16/0 
"釧z 10/01 10/0 
謹〉各国の鹿嶋 ^/D 
A 竃庄変動 O 電庄一・..低値が90.以上
6 電圧過..低値が・"以上'"来週.
D: BWRプラント O トリヲプ《スクラム〉せず
トリヲプ〈スクラム}あり
火力プラノト惨いずれの場合にも十分安建である.
5. ，. 2 J島健周並列同@刷慣事同
5. 1. 1項でとり上げ食事風間並列崎の制限要因も本町での多楓系医のシ<:>.レ νaン箱!l. S. 1節で
の舗肘崎県信らびにー般的忽プラン》縛佳から宥H医する.
'"発電梅の耐畳
岡m・Rの電値楓緒的山耐量【電極トルク ‘・子・.，界.・<<，逆鋼電歳1 ・・.じれトルク'" 通常のa保健
間並列崎I:JIfえりれるa険大の司... 盆鯛屋:!.3D度以内で"ほとんど岡崎に依り伝い (5.1防省彦鯛).
実際上紀多峨.kの防艇でも電也嶋崎的耐量の街"と伝る発電楓竃隆トルクと.鳴子‘歳の.大鋸とSれ巾
についτ.ると 嘉忠定分組剛の盛~'L~での一回腺主相睡格・道断崎の・大値とふれ巾が いずれ1>1115. 6 衰の健
闘内での盆列崎の値よりも大倉〈な，ている.








安定.と電圧使動が主信制限園田と侮る この2点については 並列後向系統状'に大きく依存するため γミ
sレーシ菖ンによる瞳留が必'ーである.しかし。本聞でのシミ sレ νE ン~果によれば週前首の~.. 長餓への盤
，の場合に I~. 1115. 6 脅の易畑【周..釜~ O. G Hz 血相墨主30度}鴫.の並夙条件で.れ"電力系笛聞
か勺"聞掴伝いと宥え勺れる.
①周厳敵
~裕外での周波騒の通帳で陥 ターピン関 特に低E陵..寓の失.)周白度目障による.命管理が必畏である." 
し これほ 並列時の間・点で.るより" むしろ分・8祖系艇での周極微細監の聞・とUる.
②ガパナのu齢作
タ ピμ ・...の趣温度防止のため6 大審量の火力プラ J トや原子力プラントにほ .・a電幌子‘制限や凶
カの急追な低下方向の震".あるいは固鮭訟の大.は上界寧によー，て加幅弁やインターセプト弁舎uに閉じる
u嶋動作健綱倉《付加されている.これらが動作すると 働分容量のバイパス弁を.えた原子力プラム〆トでほスク






























宝 G'幅が大畠い喝合"圃撞酎パイH の膏嗣 下記が制限贋固と臼
" 幽S・M・方式 などにより下記が削匝聖固と脂晶. るe
品 (劃3置のA 。周櫨世パイH 宵
制目方式め削.方 I12l壇唖化化串事制刷闘阻膏揖 {控@}〉 出主膏力気置圧勘過力量提動能力限式のプラ:.-，.)





S. 4. I項のyミaレ-;/.'"の例でこれらの後停を示すと S. 4. I輔のプラント段.条件の下で綱a.土O.4 H zかりの並列ではI 協調制・方式のプラントの.終的山幽カ変動1;1.:6.1"とはるので プラン
トの出力医動退後偉力のゆこ完分含まれている.しかし 周訟敵パイアス不信織の舗を主 O. 1Hzとすると 幽
カ賓...主""とえUり"・広い・れと宥えられるが不$帯が"ぃ・合に" 本系農の周被敵ニょ、て"幽力庭
園崎が主(，.を鎗える場舎があり プラント幽力嚢動温後降カタ)rua'.1t肘を必慢とする ただし 以上紙変化事
制聞が眠い喝舎であり この制限があれば並列可健施困aさ勺に位大する.
以上を厳しめの条件す紅わら 周蔵検，、イアスの不感得鍋主 O. 1 Hz 出力 a後能力~ 1090>としてb 火











これを 5.4.1項での多陽系畿でのνミsレー μo/fJI~院を..にまとめると 'HC方式では 火力プラ
ントの鳩舎と同じし周illIU"~O ・H， 位相If:-'Jo<<tで安定に並列司徒である.L.IJ'L. MH C方式の
'W'プラ Jトの場合は 位緬霊を主30・Rまで野容する場合信網III:ltlflt:!.O. 3 H zまでとえなり 周援敏.












切ぴにニ横脈問大系畿への並列民・によー，て検aした.その錨.. ;，;，...レ ν.ン手法眼鐘列可鑑... ゃ並列自在
の働岡鉱どについて μミョレータ低輸とA<合忽がとれていることを明惨かとLた.
(4)11"2， 3.で開'をした火力プラントや厩聞懸の 'WRプラント.ヂルを上紀のシ!"レ "'.ンプログラム
に組持品み実際の電力系艇を忽.した多.系農でνミaレー νp解併を行qた その錨恥 4・Sすの対.とιた
嘉院では 司..的現・面〈脱aゃ・庄夜勤〉かゅの倒的より1;1.，;11;列崎の局自主敵.に由来するプラント面か4与の嗣
約が・慢しくなることが示された.





具体的に陪 臨調制御方式の貫~プラ J トでの幽力.健能力ニ闘しτ・も・置し (t.Hiがー般的ニ信 同系畿の
.t列点での綱皇室..主 O. 4 H z.U[厳'"主'"度までは安定に... 向l司飽とえ弘る なお 電aoに勺いては=10 
日では特t柵と"叫俗い，
(6) BWRプラントで" 鳳子炉呆の動物健よりは .<少の緊急時動作機栂{過..防止嶋晦}の動作に依符
l. MHCを刷い免プラントの"適度リレ動作による条件が・も厳しいものを伝る.
したが，て ガ，、少の方式により安定並".困1.'':り EHO方式で".周a飴;11=0. 4Hz 也棺1!:!:3
0度まで安定に盆列可能である治仁 MHC:1.;-i史で信 也欄畿を主'"贋まで僻容する場合他 局暗貧困院筆陣:!:O.3









の'WRプラ Jトで" 銘柄崎位舗によーて"周館敵筆の併奮偏園6'..。てくるので 並列醤置の盆列附位相.
のM'について，'i量償討する d慢がるろう.









aE， '.，pai"ωx，ai" • r，ai..φa[，./p 
4E， 'x，p4it. .ω1，4L.. • r，ai" • 6E../p 
ai.. ' ai， -aE./r. 
たどL.E..E. ar.l間制叫唖
E...E. 並列点での位相..含じ屯庄屋【 (~5.9)式.闘》
i. i. i.. i.. .路.，での...・・誕









ωX'4i. t (1. pX')4'，. -t.E..!p 
ただし X"X.勺'" X，'.X 
(~5.1) 
…… (A5.2) 
(A5.3)式uラプラスa・し . < (他の定.や度目障》の陶係争用いれば電槍子・.の度化分が~.でlIt: il6.
X' 4i ，・叫..・~ '''(-aE..sinr' t.E.聞け












と置き}ω5.6)式に"β"式4長代人・'監理して 鑑列直後の電橿トルクは~のよう l 与えりれる
ド IT.I(AqaE.."AdaEν，'1φ(-AqaE..-Adb.E.，)/X"e"'sinr 
。(-Aqb.E.φAdb.E..)/l" ~ ..，閣r

























“5.]1l式で b.E.， aE.が3帽庖帽崎に11(AS.16)望えのように奥伝るだ妙であり 11項と問峰にして“5.1別
式かり.52.の式が.かれる.


















2""in(alZ) (s，n(6' 4/2)土間(T.，)t・'I/X' … ........(A5.]9) 
とはる.上Eえの第2項が竃鰻子.誌の直諸分に起肉する興信電流の受嵐成分とはり 鄭 l暖"ド平島分慶動とはる.
M より開制担制4村山般的太郎、 (J0-5閣ので d紬輔の制値11all'負の酬で世
することに信る.













ζれらの鍾窓式より 並列車後の帳射であること 交草分の瑚峰散が高いこと "ゅびにー般の~“で陪
であることか句 界・値観.・e・院の度化分U
&φ.... ~..Ix.. I-...ai. t (施，1，，，)d，.1 (A5.22) 
とはる.d4..の変化lまゆ司〈りとしているため 上式他地ど震と伝るので盤列直慢の i..I1.I:);:式で与え切れ
る.
付録，. ，の兎竃限定散を聞い盆' 訟での電圧を1.0 'rl.. 1~働電力.ハラメータとして (A5.19】"は"，式
か勺界陸‘.が包に伝 0， 1..い.列点での.~.tJ範囲峰求めると 付，. ，図ηように伝る.これか切 興信電流
が負とはる盆列..郡志非常に瞬ゆれていることがわかる







4i.'2o sin(A!2l回 ω・al2)，醐 (r-8) t・')/X' …… "(AS.24)
で与えられる.ω5.19)， (A5.2ω 式の.，項が電帽子電塊の直流分竃梅山対応し これが田佳子にうず電施..
館し.これこよる宛凧凶z・a酎量眼健内にはげれば紅白，，1.ぃ.これに関係した耐・"短時閣逆掴耐・とLて鍵定さ














































1 d ~ dH 1 
墨 dt dx I 
8'dY .1M I 
I dx dt J 
たどし 寓位.(~・)， ，崎凪 .'重力の加迎賓 a底力歳の伝機迎賓
V.H: xlt点"時"での梶週圧力ホ原
ζζで菅簡の断面欄舎ー"“)として 下式で亙緑化すれば 休】)式から(6.2)玉突が"切れる回










































【6.6)まえにおいて O.匂)， G，【討を，..と近似した嶋舎を..近似 n'] "で近似した楊舎を1次近偏 向". 
で近似した鳩合をn次返捌と呼ぶζとにする.
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Flg.6.2 f'u剛開a ・a併制.~問"・田， m.制
プ水・符憶について隠 鹿間種の完全特性虚脱方d・ 【金a伝傾援にわ先 oτ 固能税凍.とガイドベ-~開
度命、切トルクと度力*帽を与える方法〉を聞いる.
6. 1. 5 裏側鼠蟻崎県と@比重に...鉦
機砲の鍋水書短時の~電‘勘健A カ泡断民.附批聞除理a・u りぴlニ0・椛哩泊に.づ〈【6.6)式の 3次の近.解
占畿での"""レ .....:-tJi県防3奮の比吸を116.3閣に示すーはお ここで比史"則する実視【，.. 電岡野l号機7
'~5 8 Omli:と高禍慢の陽水'電電所..，であるため その*・作用による価動周期 (6.]. 3項のT，)bZ. 9 
抄と&<む司ているので 5. ，節で途べるように，.までの近似噸舎周いた.
発電電動.へのA力が趣断されるため 桶水量(q，)，圃伝殴〈ω.)1:(:，に低下してい<.遮断機5.5秒後に憾
旋盤が少，，<信。ホ・..によるホ圧幅勘現象が舞金ιている. ~ミ z レ-"'_〆で" 道断.，砂程度までの4




がホ庄掘勘絶筆績の現官民同当，1M，:が陪愛現されてい鉱い.また .も長い周周である 次モ ドでの水圧鍛動L
か発生 LていなL、ので こ ζには示さUかーたが 1 次と，~の近.制白昼間での.!l!ft，~ほとんど見勺れ低い
はお 負脅迫断叫に".圧裾園"が，量生していないため ニニでは比般は省略ιたaι 剛体理幽号ヂルでb十分台













また (6.10)式に省いて 岨失k扇.・IlL. ~切に上・ザ ジタンク水位(h，)とポンプホ事幽ロの厳木曽ホE
(h.)の蜜働はその暗号ンプホ・ホ顧の.動より小さい住め鯖慢すると ~;えが樽ゆれる
lIoq'-G.，(s)!T.，sllh. 







0.2ト ①-ーョ.. y 




_./〆 、ーミム、 、 上"ナージタシク水位1
.10.01十町、ご、"""' L. l 可ヨヶ、，、、 L. o∞f ② ③戸戸 、、一、一向、 l 
l 、、、_、酬. 
-0.01~ 、、、 l-_ ， l 、l




















これらの酬をまとめると'隣.. ，衰のように I...~. 臥 (6.12)~叫刷るように柑肘崎醐
【L】"すべての聞崎聞の砲が適当で品ので 1ふとして糊している.
116. 1 ~降水系金含め式'f.'"プ水iII.~毛ヂ.の比・a




















れらの邑園は ゲイ Jに勺いて凶全，~，の厄周で，..を僻省局霊とし 位相特色としてl窓会君主ιτいる層圏でめる
T足。日抄 ."近似〈剛院理泊〉以上 } 
0.13$ T$O.43抄 l次近似以上 l 
} 一一 一一位叩


















ただし 園欄盤定曽【砂). <崎間【砂).・i 入力トルク，1.幽カトルク
.位隠すべて臼己容量ベースの開
ニニで。幽カトルクは屍電電動機の亀.~è'iJトルクであり!入力トルタ治川《ンプホ副院で，量生されるトルクで.る.





1主化。ガパナを:I!".LIヒ‘舎に陪!ガパナを過してガイドベ ンが制.きれ， トルクヘ.・するがi この鋤黒色含
めてD"定・aされるらのとする.
さでI ガパナを..せずI 従来毛ヂル.剛体~.モデルで費現した渇舎の nlt. M6. 1褒と(6.4)式かり求ま
り そのil'ftl章。るφか".のとえ包る.
これに鮒し 樽性恩..ヂルでほ， G，(jω〉が実隠と"のしかも正か.. ・の無聞大まで度目tするので Dの~(ヒ
"大畠くなる.M6. I 衰の2えを用いればその.大・小個は~のようにえなる.
剛(t)・ a. ("，'nlfl 
IIH(D)・A../a" (ω・(ntl2l1f】 J
A捷亀脅1号縄開場合".のようには，.
〈現司開} 制〈肪 ¥.2. MIK(D)-Oω 1 
























Fil.6，6 2. m.""i圃叩向"叩削lOmmodel 
検討結果の 竃を粛6.3.1:示す.，提中のD"I1.(6.2別式において・I唱をポJプホ・トルクとした崎舎の.
動係自院で.り 自己側勝候隠という すはわち v、aレ-_"._"において・・6町=外.か勺加えた制動係自白であ
る.また.D..は."邑昂レ ν. ン鎗県の固征教変動予姻盛角度動小勺・・~に*めた倒働係献で.り R‘・.刷a・..の膨.により 嗣節で求め仕留よりも大きく拡弔ている.
代表的証解野鎗.とιτ 樹木置転鴻のケース 8.9.10の疎膨をM6.1図こ示す動個略のポノプ水・ト
ルク" 従来毛デル【"6.lfUUQ)で陥匝取敵.<.加すれば憎U加ι..的に制動を.少させる方向こ動いて







位制動力"同じとUる. ，倉し 梱.角第 l磁のa医大値"小さ〈伝る. 【M6.3畿の7-ス51惨照】
⑥発電通厄崎ロ1.*簡易毛デルやポ〆プホ車椅性の.奥による膨.'ま小さい.
また 系鍵分."どによる周護勘量化崎の膨.についてもμ ミaレー".ン鵬析を実指したがI このようえな喝舎






ト (puj 有司馬ー : ーた-::~._.lC:ア孟ー記7"'"-._.~逼F鳴ら 3岨V可









-0.1 2 4 6 8 10 
"鍵"
期..，閥系民・8食時の動揺比綬
日;，.6.1 co剛附ω川。f側咽 M 刷出m rault 
lI¥6，31! 糸線..時の系畿鋤帽の比隈
T.. ・63 Compar鵬凪 o，~制町町.tem sWLD( 










68 1 ~ 
.襖 ・ーホ20.0 ，. 801 S. 
a・E
剛体 砂 砂...無..佳 17.9 -161 
剛.纏体 “・*..由 3"・ 遺伝 砂 12.3 同ー11-121 9 
妙






11.0 1.111.1 32・181 I~ 
勾司区
秒 砂，.. 32・18115




































れているのに伺し ‘轟の略性す伝わ，プラ J ト符性が主体と拡る現象に勺いて" これまで+分'"いえUい状
誕にあ一、た.
ニの住め..・-文において1..，ず電力a保健の緊急時制個に必慢と'"る火力'"りぴに構ホ発亀輔のプラントそ












【2lプラ y トの制調系がガパナの&傘値を馴罰していること ，"，，ぴにプラント側の応動が特に貫禄プラ Jトで
は従来に比べ遍いらのと，"，τいることからi 価獄後".閣担度以下の曙均刊で.勺ても鍵竃.の幽カ応動こ
プ7:-~怜笹が.・を与える このため火力.浪プヲ y ト抱勺ぴにドラム方式のプラントについて~・..の
樋作が鴎悔しに〈いa分間胞aまでの長崎聞こわたりその動符伎を幌医できる吾ヂルを同提・峨EL 帽・的認
定般をR定した











た週断量を胃定ずる補正制御組理を健寝し その術効性をシ zレ シEンにより検.，位
分値された率低は a切出属議敵安定化制御により一旦"安定化されたとしても 金体としての..健を勾えれ
ば早聞に鐘列する必要。ある白ニのため}系股間盆夢を師併できるン'>レ "ン手法を開発I 検経し 制定
剛並列に当たqて宥aすべ.慢園舎明るかと Lた.すGわら
(5) .負伺の.‘帽を系続に筆列する発電鴫起働時の盆列とは興"る 負衝を拘，た紋舗での系健聞鍾列崎の向
朗慢の電極嶋幡的"耐盤面〈亀鎗トルタ 電機子電施舗横じれトルク 界健司.. ・-逆相竃認〉について槍討し
通常の系割問団陸列録件である 位相ff::!:30度以内ι 電圧隻コ主， .. 山内で，~. 3掴突発電施崎に比べて+"余
俗が.， 併にこの緬と勺いて考aする.'.理1!1えないこ企を明ゆかとした.
'"一般的伝来続問団列時に怯同期蜘の耐.を特に電車する必要1'.いことか.;， ~長鹿間並列崎の宥..固とし
ては.プラ νトの安定遺伝僅や安定度が重慶となる.このためI 安定度解析を主とした解野手法を置に これら
の胴併が可能と伝る多観系畿を対象とした系民間並列現像yミョレ-y_，手法を開.し 回転型の姥.・置を宥
する交 .，良‘力系O!"ミ zレータにて嶋圧した.
'"実際防‘カ.総司長豊定したシミ aレーシ・ン網野により 脱s・.‘a.勤勉どの電気的現象画より" 盆列
崎の周峰敵.に由来するプラント置か"の制約が厳しくはることを明。"、とした.また!プラントの遅伝吠曾を
宥aした系恥明.列仰のー般的な制限'要因と借併を明句かとL企.その防風火力プラ J ト"P8WR原字カプラ
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昭湘 63~1 月
(22)合口 他L オnイ ν外.，長続惟定による峻.lhd.~1II! 白畑分敏制留の峰-t.::a聞の川発
電力中央研究所研究暢告 T8・"" 唱~1ii.iC.隼 5 月
(23)谷口 "ライ J 外繍系統限定による検掴r.I&理の開催 電力館街師究会 I'F. 88-8 
開祖"毎7月
(24)谷口 他 「オ〆ライノ外.系綬惟定による眼周防止制御(1長..~の~.と附証) 電力総術鍋完全
"← 8 9 -1 4 0 事足農元軍'"
2 ガパナモデルl咽t"Q#:lfXIt
α5)[EEECo・in偲恥pon."DylUUliclk雌 IsforSIC姐置M 助d，oTurbinesinP加 er5YSIC・Sludies".IE山
T，町 P冊"臥 SYSI 附 J凪 "η
【2611EEElorkingGr凶 pRePOr1."Ti'陥副C肱刈elsfoげ FosiilFuelcdSIω・UnilsinPo-erSYSI帽"凶ies"
I田 T凹 P冊 r5YSI ・.ay1991
α7】谷口植風土之圃 『タービン高温創価ニよる安調，.向上鼠〈穣 l帽〉 火力ガパ十 J震の"''''レ " 
Jとその勤特性 』 電ゆ窃碕究帽告 111055 昭相"年?月
"・】池辺他 r<t-<f.飢拘聞とそのWJIi;.".“ム社昭如..重厚
(29)谷口信困 f電力系続安定..、切み企火力μyグル.パナーの， "情性J 電気学会全国大金
咽相"信事 No. 8・3
(30)谷口 fタービン高温制御による安定度向上」 電命研研究.告 18]050 昭細"年6月
3 火力プラ yトモデル『閲する..文敏
。"俗本。他 '.庄置佳周組臨界庄買塊ポイラの銅色 火力帽子力姥‘ 0，払"恥'
【'"石斧曹関輪駆 r覆mター ピ Jの馴・術性J 電中限際術研究扇扇個 Vω10.110.5.6 昭如"0
(33)...大.. ，冨気タ ピン起因風向に車室に生じる朗自応力と遺伝襖・との対応についτ，.電申研
健嗣師所餌刷 lι..，酬"0
【l4)*~益。佐5. 山図。 r220MW火力発電ユニヲト勤特性民験帽告.， ・E中研 研究組告 65014 
昭細..隼5周
ω5】臨本 a稼 f中帽負荷火力の運用制・方式一時系列モヂルニよるボイラ勤特佐の雌定J ‘中研
研究開管 2・， "・ 昭和"写"周
(36)谷口 植阻姻怠 「電力候銃長崎岡崎治性蜘断の住めの火力.~プラ ν ト吾デルの聞鍵』 ‘" 








PE-85 -9 5 昭如 50~1 月
(40)斧上 .且 '.力a保健a助物盤解析の住めの火"プラ J ト.ヂルとその欄.定.， 電中研 研究傾笹
T9 1 0・7 平成 3~1 1I
(41)斧土谷口。，電力系統動符性解析のための火力プラ〆トモヂル ‘カ筏術研究会 P E-9 2 -1 1 5 
事a ，~・n
4. .Iall:安定化創.に閲する.考文似
(42)中央電力也組会 採脈哩り周小司書閥会 I同動予・ヵ=附する検討~，長剣告.， 昭和42写g月




“"沓臥舗図僧，. ，需~筒周虚敵安定化制御J 電力.術師究金 PE-a 6-J 16 昭如，，~・ n
(46)持土 谷口 「ガパナ プラント.動を考慮した刷a敏震動の圃易飾訴権J 竃係学会全岡大会陶.1182
平成 5隼，. ，月
(41)長尾し内箇 F姥竃.特錐と負荷特性を勾虚した汐誕Jt.d:.J 電中研研究値告 180008 
閉伺55'1'9周
〈・"谷口 欄風 『電力条撲の働拘盤解併It穂の.趨化一瞬しい発電峨の附臨時ほと励~，誌の・・そデルの聞億一
司'"炉制研究械告 TB 8 030 ，匹成元年 l月
(49)谷O.欄凪 『電力系統動特性yミsレ-"_ンの衝迫化 電気宇金金聞大会陶."平成元.，月
(50)竹中谷口 r‘力系民勤特性附析に:t:Htる撮分方程式'"謹j 竃"学会会聞大会 No.970平.2・""
(5l)flhIJ.嵯..，電力議院の長崎間安定度計鴛におげる敵鑑随分手法に聞する宥察J ‘隼，*8，1 10・.'号
Jl!JiU 1' 611 
(S2lM鉱山a 副.， 釘'AG-AN四 U岡山凶 S匂fI..re'rogr百..forrheSrudyoftbeDy"""ic加温 lω，，'
Electrical Poer Syst..... IEE理T即日乱PoerSysl 隠 4.129.1989
間回目。市叫町四t-.idterwS凶IityPac剛司ι ー酬 1肌 l附
【"'舛上谷口 市川竃カ系鎗.州制動特陸附併の高温化ートヲぺゾイダル謹の最良 l .中町砺突姐曾
T90・"早.，隼毎2月
(SSH宇土谷口 市川電力系鍵長附蘭勤特慢刷新の高迫化 トラベゾイダルでの崎町別ら..，・理の._-J
電気学会8・"門大会 .文 1110.13 専属"年
白川市/11. r電力系統からみた原子力需電扇の動骨盤〈その 1)-iI・水型鑑ホ伊式照子力晦電房の場合 』
電司，. .究姐告 115019 昭和51'1'111
(51)市)11. r電力.畿か切み危鳳子力拠電所の動物性《その2)-il.水型縄水伝式順子力発電扇の動物色O/t"
レ-"./ 号ヂルーJ ・..鍋究健省 116012 咽布52'1'111
"紛市川 健，. '・E水炉.・プラ〆トの厳副署長畿運伝特性解析手法の闘提J .<TOI 碩爽順告 1・3054
周知..毎3月
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A方式 (APC方式) 【J. 1. 3項、 火力.施プラ J トの綱田方式のひとつ
8WR (5. 4聞〕 揚E鴨川k彫原子力発亀嘆
S方式 (OE8方式〉 【3.1.3項】 火力置棟プラ Mトの制御方式のひ企つ
" (加厳弁 (2. I節〕 火力プラ J トで主...位置を制伺しで提電嶋幽カを制嗣する弁
EHC (電子輔副パナ) (2. I1肌 ff'叩 1悶
"遺伝〈ガハナフリー遺伝〕 【'.1節、 回転肢に応じて幽力..化さぜるff"ナの翠・E号ー ド
"暢(ガパナフリ 幅 (2.111】 Gr連経時の負伺制限と負荷役定の隻
嗣蹴問めるを-? atli眠と岡町胴.
I CV (イ yターセプト舟) (2.1聞】 火力プラントで罵M'曲目庫銀塊.を銅圃ずる弁




ガパナモ タ (Z.I節 ffパナへの負荷段定則モ タ
ffパナフリー遺伝 (2.1節} 固伝敵に応じて幽カを変化事宅金るガ'ナの遺伝モード
νJグルガバナ 【'.1節.MHCの Ilo.式




リヲト (2. Z. 6嘱1: CVや ICV..，.ー ボそー タピスト Jの位置
ロ ドリミ 7ト遺伝 (2.1節} 徹寸，f.j回鮭歓.動では幽カを."さ11"1.ぃガパナの置転eー ド
(2. ]節} ガパナへの負荷制限伺号ータ
6 SM (ガパナモー タ (2.1・" ガパナへの負荷>>定期モータ
11M (ロ ドリミット号 タ) (2. 1節} ガパナへの負荷制.明そ タ
